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硫黄 と 化 幌 的 に 同族 に 属し , IRF BE Ae DF ve IR Ud, 硫黄 と 同 
様 度々 種々 の 人 金 局 と 化合 し , それ ら の 硫 化物 に 類する テ ァ 化物 を 形成 す 。 
Pll} Maw し き は , 硫化 銀 確 (Ag。S) BDO RRORDS (EHD 及び 針 銀 確 
CBA) & FAFA —1R Cisodimorphous) の 闘 係 に ある 等 両 及び 符 方 遍 種 の テ 
シル 銀 確 (Hessite, Ag。Te) と ;, 硫化 分 確 即ち 方 鉛 (PbS) と 類 質 同 像 な 
る テル ル 銘 確 (Altaite, PbTe) に し て , テル ル 水 銀 磁 (Coloradoite HgTe) 
また 人 硫化 水銀 太 の 一 種 な る 亜 辰 砂 C(Metacinnabarite, HgS) と 同様 に , SEM 
二 系 四面 角 御 面 像 に 選 す 。 こ の 外 テ ルル は SS Muthmannite (J& 
l= AgTe, HAA ABH) Stiitzite (Ag, Tes Ar 7) SE? AC I= (SAI 6 tr¥a 
WO F wv » (ESR IBM L, また 金 と 化合 し て , fk AYO Calaverite (Au 
es) 及び Krennerite (#77) Sylvanite (RRL) OD AW AE CU, 何れ も 


1) A. Schrauf, Zeits, f. Kryst., II (1878), 245. 
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AuTe。 を 王 と すれ ども , 多少 の 銀 を 含有 す 。 Petzite CH) また テル ル 銀 
PICA OF vr {ttee Natit UTE め る も の な る ペ べく, 組成 CAg, 
Au)o Te に 相 営 す 。 

然 れ ども , テル ル の 分 布 は 硫黄 に 比 し て 碁 だ 少な く , 主として 人 金 , 水銀 , 欠 
等 , 原子 番 貴 の 大 な る 人 金属 と の み 結 合 し , Fi, BH, MBSE OR eae 
と 結合 す aS tt, F n= Y + viii (Melonite NiTes) テル 
av $f CRickardite Cu, Teg) SE OCHIAI G S > Wb, COMI 
SFORRWGEDRASS, >» AHO F rv wv f{els, 比較 的 廣 く 産出 し , JEXK 
部 分 は BigTes weld. Bin(Te, S); な る 組成 を 有 し て , Fv vee Hii Tetra 
dymite) と し て 知ら る れ ど も , 一 部 は BigTes, Big (TeS)., Bi, CTe,S)s 

等 の 組成 やあ 有 す と 認め られ , それ ぞ ざれ Wehrlite Nis Pilsenite, Joseite 及 
び Grunlingite と 笑 せ ら る 。 こ の 外 銀 の 硫 臣 類 な る Tapalpite は その 組成 
lg » AgsBi (Te,S)3 或 は 3Age (Te, S)- Big (Te, S)3 i 0, Vondiestite 
また (A&g, Au)s BiTes 即ち 5 (Ag, Au)2S -BigTes 4’ OOMS 8, 
共に 産出 其 だ 移 な り 。 

これ ら の 種々 な る テル 化物 は , WE HISAR OTIEL, Colorado Ho) 
Cripple Creek, Roumania の Nagyag (# Hungary の 一 部 ) 地方 等 に 於 
て , BEAK UEC EOTHE YS SRM PO 重要 な る WG LE UTM 
6%, West Australia の Kalgoorlie 地方 に て は , 始原 代 或 は 原生 代 の 
Amphibolite % YAU CREA Ut AREER DOH CARA O, 前 者 を 旨 ぬ く 細 

Wk BOL, 或 は これ を 交代 し て 生 ぜ る 金 確 床 中 に , 白雲 石 等 に 作 な つて 多 草 


1) F. A, Genth, Aw, Jour, Sci, 45 (1868) 313; A. Dieseldorff, Zentb, Min. 
etc., 1901, 168. 

2) W. E, Ford, Am, Jour, Si., 15 (1903) 69; F. Slavik, Doelters Handb, 
Min.~Chem. IV. 1 (1926) 865. 

3) C. F. Rammelsberg, Zeits. d. D. Geol, Ges., 21 (1869) 82. 
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に 産 し , また 一 部 分 は California 州 Mother lode 庄 確 山 に CS 花彫 Wik et 
FAODREX ARO, PAE ROMO EW TES SEB 
FRA BLE 6 Bo 
PEAS T & Ste WE 34 Es FRR ALEB EL Ce SF LL EB 
中 に 始め て Sylvanite % HHL Gir, Wardin 氏 に ょ つて Australian Mining 
Standard, May, 1902 に 遂 表 せら れ た る 邊 “日 本 鐘 物 誌 ” 中 に 記載 せら れ , 
ZAKPRIUS Ta) GES SE (6 J) BOGAN fe ORK Bes 葉 片 基 集 合 と し て , & 
Se OVESU CFE MRP BRAS LEGS 8, AGUS TO RBH 
を 中 止 せ る た め , 今日 これ を 得る 能 は ず , KK MGR HE petzite BETIS, 
EORERMN 6 RISOAI LT, E% HDD GBI BOBS 然るに 


SEE DRI OR AILS 34 km (ofS SAR RAE BAG AA ECT 


RRMA EO F ov EH BELG SSIBOK SS, MS 興味 ある 現 


Rigo, he BEL OMe BRS Sdb LW, その 地質 及び WE 


EOHBR HST, California HEEB) Mother lode & Grass Valley 
陳 近 に 下る Sierra Nevada 西 斜 面 に 類似 する こと は , WI RAOIER ES 
PS OC, AG EI aE eR (<> Mother lode rei DRC UO & DDB 
RPSL GD » 1S, HK OPA ES ALK Oo 

KASH BE F ve 1 FESR FE SLO (ESE (SD 75 GF, 筆者 は 大 正 L4~ 10 ap 


“OEY, WEME—-AB ER & © RABI © date B TAMIL EEA Hh, IRARTRRRUIREIS FR Ae SiR 


£5 CoN OBE Ze LIK L, Fv 2 CSREES JES LOBEL, Fr LOM 
We B, ZOU AHO 1B &, MERRIE LU ZEMEDU BREE OS, 

その後 テル ル の 存在 は , KAMINS T GURY 6 aris SOME &, AM 
DF» HM EHH G BS EO TSU, WAI 5 年 近藤 信 興 氏 の 控 集 


L) ANMAEDURR ERS BAO, WEARES, AILS WOR AD, HI ASBteNge 大 正 5 年 
版 , 80%, 2 同書 48 HL 
3) SWE, WASHER HB 37 AR (昭和 5 年 う 74~75 Ho 
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せら れ た る 標本 に 就 て , 南 英 一 氏 の 定性 分 析 を 見 た る 結果 と すべ く , ATE 


BE EI Ber 1 ASHE I BILE OT Als, HME ORM IC に よる も の と 移 
すべ し 。 然 れ ど も, 近藤 氏 記載 に よれ ば , その 控 集 せら れ た る も の は , 何れ 
8 AE 1mm YE OPE UT, Bb TOMMBLMDICET, また その 試 
BER 7S & Te SFE DHT eB <ialk ざり し が 如く , この Mit CRS 4— 
居 詳 細 な る 研究 を 必要 と し た り 。 My CRASSA AA ARIE He L, 
沿 在 七 日 , 本 儲 山 附近 地質 確率 の 概要 と, 本 礎 物 現 出 の 区 態 と を 現場 に 調査 
し , fal Wi Bett bk RR OPME IC Ds AHEAD —ihe 8 8 し, AMD ORE 
HILO RA BSE RAT Oo PRD S OFA Ie) EL ER A? BG 
PRR OR A 6585 し 得 た る を 以 て , 高橋 教授 の 好意 を 介し て VARS 
Di TT Ht eK L, ここ に 少し く 同 確 山 の 概要 を 述べ , RE ASD BEMK 
並 に 諸 性 質 に 就 て 記載 すべ し 。 
ASWUMAO @S . 
MBAR ATU ILE A ABER IRK Bi) L, BAe IRTRAS 


吉 郡 大 谷村 字 高 に 置き , MPI COMPRAR IS OC BUD WEI 


括 す 。 本 事務 所 は , 大 谷村 字 赤 牛 の 海岸 を 距 る こと 北 々 西 に 約 km, jE 
100m の 位置 に 在り , BW UT 同 海岸 に 連絡 す 。 こ の 海岸 は 志津 川 
町 よめ 津谷 を 経て 気仙 沼 町 に 通ずる 陸前 東 街道 の 通路 に 党 り , 津谷 よめ 西 
方 に 岐 る れ ば は , Pera wy KE CHAE ASR FE UCSC, FP SAM Fe 
HOM Se, KAMER PR & O, BABE #9 2 EBT, SB 
BES 40 分 に て 達 す べ く , HRB ISEM AY CME EK O ANB CHL, 
FL YEMEN SDC BRIS HES © 


ABE O 地質 確率 に 就 て は , BSE SUE | BMEFE A FARE te な る を 以 


、 1) 同 73~74 頁 。 
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C, 詳細 は ここ に 論 ぜ ざれ ども , COMBE IME. 


Hn Rae ANDRE 北上 山地 南部 東 潜 に 位 し , C ORE ABIT RR ¢ RES 


| る 海岸 段丘 を 隔て へ 大 下 洋 を 詞 む 位置 に わり 。 さ れ ば 地域 の 西北 隔 に は 
ABB RE Oi AS SARIN (756m) ko, MPI (TLm) ROB 
鶴山 (633m) AEE, 東 に 派出 せる 長森 山 (Chomoriyama 490.5 m, —icxe 
ヶ 森 と 箸 し ,Chemori は Kyomori Osis B~L) の 山塊 あり , その 東南 
線 は 海兵 450m に 達し , 南 々 西 に は 一 攻 山 (314m) ょ め 大 戸山 ( 約 290m) 
北 々 束 に は 294m 高地 より め り 岩 倉山 (293.9 m) に 連なる 。 然るに これ ら の 東 
南側 は , SWE DBL CHE 100m 前 後に 下 め , 廣 き 海岸 段丘 に 移 化 
す 。 この 段丘 面 は 中 生 居 の 居 理 を 横切り , 22RD ICAL S 6 の に し て 

岩 氏 以外 閥 も 砂 詞 を 被 む ら ず , 恐らく 過 古 の 海 触 面 が , その ま ヽ 上 昇 し た る 
SOIT, その 表面 は 海抜 約 100m の 附近 より , 極め て 徐々 に 20m 内 外 に 
下 め 9, 高 さ 10~20m の 海 鯉 断崖 を 以 て 終 れ ども , 多 敷 の 順 流 谷 (consequent 
valley) (2 kOTIZERGK Barn, & 6 ORMMBM IC, EA 
る 狭 き 水田 地帯 を 兵 む 。 WELLES PRS Kei OME & OC OPER IBS 
部 分 に 於 て , 水田 地帯 の 上 端 に あり 。 

但し 地域 の 東北 方 な る 階 上 CHashikami) 松 岩 方 面 に 於 て は , 前 記 海 触 自 
OFM, 波路 上 (Hadzukami) MHEOW BIE ROE (Senganda) fff 

GROW Ae KUL IS KOT 構成 せら る ヽ HELO UBER 0, TIC 
Mi SMBs, ZRBOTCOMLEL KT 中 古 生 層 に 達 す 。 こ れ ら の 
ICEL AICS ORAM T ERO 島 出 岩礁 と な つて , 現に 海 波 の 合 
Ah FO, その 或 る も の は 砂 濱 に よ つ て 陸 に 連なり , 岩井 崎 , 旭 崎 等 O31 
を 成す に 至る 。 


1) PAWN ER, Fa, 86 2 — Hu ET BRR Se ANS PT MEA 


t 
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= OOM RMIT MELTHMELL OU OR UI, 本 地域 を 構成 する a 
る の は 主として 中 古 生 居 及び CPicWAY SKM BAIK UT, 特に 地域 の 
西 全 に 営 つ て , MEL AEIISE RO & OREO if ALLL Fe 72 HWE L, WK O BEE 22 
MS ZO, EL UTHER DOA KORBCES UT, tay N 30~50°E, 45 
然 と し て 約 20 NCALTEIC TT AIRBUS PE Ste $B 2250m, そ の うち 
の 下部 過 そ 1250 m OF 5% hod, 本 地域 東南 側 の 段丘 地帯 を 成す も の は , 
黒色 に し て 列 理 整然 た る 粘 板 当 を 主 と し, に 放 黒 色 砂岩 の Whee 挟む に 
過ぎ ざれ どる も, 地域 の 西北 隅 争 も 長森 山塊 に に 従 ひ , BIRO LM 
出し て 砂岩 に 富み , HOS ORD AIIM ORRIN GLB td, ABI 
OBC. 2, BAURO HA, BOS WL RES PTINSE & O, その 西南 1-5 
km (OAS BAS FRM PNET Ud, 特殊 の PEK eR, 更に 
EREDLPEAT, RARUSIRA MIC PIS SS 8 Old, HRM OM 
BMF AV 7 EVAL Os 

2 ORIREEE th, KAWUBDUKO Di CS 密接 な る 開 係 を 有する 
も の に し て , COMS 4LDS—REB MILA AMD BLK Y TOR | 
I SROMMIE L, RIOT 特殊 の KA Lea 
ども , COKE UC, HC IERO RIS DER AL, Sh 6 AH 
IRICARA UC, MIBIREELT VORB % AMS LB. 然 れ ど も , COMORMKE 
の 部 分 は , WEA Wok vv 7 mv AAA BRB RAR we UT Eva, Be 
WOT Ae SEU te SHB D, RILEY 5 CECB Lice 産物 な る を 示す 
こと あり 。 AH RINLO BRS 22 HABE F に 検 する に , 主として ARS 
明 に し て , BERD & ¢ BEE Lic BHD & OO, TOLAMROV OM 
に より , EAMRCBSS2MS. EKTORMERS BEC LOT ME 
せる に , Mia 1563~1.544 (UT, ス ヵ ボラ イト 和 群 中 むし る ろ 草 培 に 富める も 
の , 即ち Marialite に 近 き も の に 相 党 し 上 且つ 定性 試験 の 結果 , BROS 


er oe | 
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AN に 大 な る を 知れ る を 以 て , SRI 詳細 な る 研究 に ょ つて Be Bb 5 2 
SICBALC, BR CRADKSA bPRBUNL, 


AARP 4 b AP ABA HEL LCUF LY BibT, RRL A ec Hs 
CEASE SLE 8, PWICK TEA AIEEE 2s, HEBER Hic ko 
UZ iO FEAR AE FZ Dik SEEM ROMS ary 7 =n 2% 
Wt, NFB 4A b OAMYRC WADA EMD ICT, その HAMPER PY IC TAF Bd 
DBRT DHE SUVARI, PHIL RET OHM OBB TS, KAR 
WED LOE LC PORECMT Heb, ORE Zh し て , WKB AOE 
成分 を 成す も の の 如 し 。 


CO Ig SGEARIEZ Tie & UT 地質 園 中 に 示さ れ た けれ ど 8, 長 森山 ; 
ee は , EA AO 化石 を 産 し , この 化石 は, Welk —AB BE 
に 近 れ ば Pseudomotis ochotica Teller (B+ SLIT, Ze AMER eR 
むべ ぶ べく, た ヾ 地域 の 東端 に 位 し , 岩井 崎 の 庁 礁 を 構成 する Crinoid Be € 
ICME SHE 2 (SAC LIME IE $ LG BS sire eee 
る 十 生 選 の 一 部 を 代表 すべ く , COMMS TIAA ETHIE UT, BREORIF 
と 不 整 合 を な せり 。 
> OFhy PCIE MOREA 2 FL, 中 に & 地域 の 西 生 に 於 て は , 磯山 事 
PGA OVA O, — Bel G RH, 六 十 人 澤 探 確 琉 道 及び 赤 中 海岸 に 近 き 
AEE, LIK COinosu) 北方 等 に 於 て , HDI OPIN 2 BL, 本 地域 外 北 
PRICIER S SAL OY, 本 地域 北西 部 の 地下 に 於 て も , AIBEK IE BBE 
達 を 見 る を 示す 外 , He ILEPCPorphyrite) 爆 班 岩 (Lamprophyre) 等 の 岩 
脈 を 見 , また 地域 の 東部 に 於 て も , 日 門 に 近 き 九 田 丸 海岸 等 に 於 て は , 極め 
CHEERS BH) EET MIRO RANE ELIE 2 EL va < Ae SL, 大 谷 市 街 地 北 東端 の 海 央 
IHS &, LEGS LCRA PRHEE 2 ES DD EHRO BMD 9, 何れ も 明 害 
te BEER AAT, KE He EU £8, LSD BIRO MONE S, LEBER 


1) HRA Wp AURIS, mM S.A 
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PHOVP 7 LT, TEMS BB A Ue BMBETT EL, EDR O sy Fe HS 
[Bd SEAS LO, FOVILA IC TOA BILE 6 tr, AREA 
に 伴 な ふ 産 物 と 見 る べし 。 

王 な る 硫 床 WORSE & OCHA = BHC RRO bie Evo < WRI UT, 
BRD OVA KO THA LK SWE, MRAP, Beit OB IBAL 
TBADKRIA > BAA BEL, ROMS MC BET o 

1. ASB BMMOIA CHO, —KUORAMK PES 4 ASTM 
を 中 心 と し , CORMGMOUMICIT, ZIPACBES S RROMMRY SE 
す 。 こ の うぅ DASHSAEL PER b EK S MRIS UT, 現在 確 石 を 出し つ ゝ 
HAS, ELE UCI DBMKO FE MIKA B To 

AWENRIS IE FILS N 10°W, BEARS REE BRU TEU, FR SAY 
50cm, 長 さ 最大 420m, HAP <b} 230m 以上 に 達 す れ ども , BR 
HELI EH) 50 m ODE OEL A 6 PRO ME 3 tT Z ORME MI DABIES, また 
ZOF MISACHIBIC AEE L CH To MRIS & LCHRESEIRO 3k 


に し て , mihi, ind SESE Ze as S 9°, REE PE Re SL, 錠 ] 


ACY 5 CHALE CArsenopyrite), 磁 硫 鐵 確 (pyrrhotite) SeeHK, SEHK 
SO MII ADS. MPick ZH 7 Sd HEALER I に し て , eS 
HS, Se SDE OS EMDR (SD TP 7S 6, ENDS 272 SLD, DU ADRS 方 
ARB CFE, RCT OREB IIL GAS OA FECGIK の 下部 に 於 
て は , fitE TD te — lt CT, TEX BRE ON Ze SL, Fo USHA e TRAE 
AMAIA S Lo 

c OBPMEIS, PRIN OM ONE 6 Wlktu その 詳細 を ここ に 記す 事 を 憶 か 
れ ど も , 大 正 4 年 主として 確 須 の 上 部 を 控 掘 せる 党 時 に 於 て は , 確 量 28 HH 4 
840 Bip, 4 7149 Ag, 銀 7975.5 友 , 銅 70,9060 WIZUT, SILT SMR 
FID WIS SAvShr_ ll ERO 99 億 な り し に , 昭和 4 EAE E し て HIRD YT BB 
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UMM SUES TS, & 14,6992 MIM UTIL 201397 Mg, Baie 
225,8213 BIS UT, それ ぞ れ 僅 に 1/7 及び 15 億 に 過ぎ ず 。 


BUR O BE a (k SOBRE SSC HO, 前 記 スカ ボラ イト の 集合 と 推定 し 
KSBAGH ACRES 4, FIRCMTARIED LC ホネ ルン フ ラフ ェ ル ス 化 せ 


BIR SOMA bE T. COA KI1 + RBA, FROME 
PBR Ke OTe OTR BEE 5d, HES (SHER AO —BR DS, HEALED 
DAMN IAT TOA, AAKIA PRB B IB, LORRORAD, DEE 
作用 と 密接 な る 開 係 ある こと を 示せ の 0。 1A LIMO WIC Tid, 往々 多 
HORMERAD 2 UC, 暗 線 色 を 晃 す る に 至る こと あの 0。」 
この 外 確 床 の 一 部 分 に は , Bia CAH IO RR) Rr (90 RR ERAD 

BPP (250 Je 3 BEBE A) OMIA FEA O, WEIR A Phd S-CHEA RB & 
の な りや , BUSPAR AE 2 TBE LIS EOKODP 不明 な る 場合 あれ 
ども , PAL SPAMMER SUT, 恐らく は , WRIA MOREA 
ゝ る も の が な が , ZIM SS CBOKRAIEDLBON S, MMA PORA ILH 
HENK STNG OSE CBU, BBA (melaphyre) "1 O) ka PETKAS RUS DAF A Ze 
DITCHES So 

ASHEWRO BE AME ALC 2 HETDZE 6 RRO MMRDA Eb, 何れ も 未だ 重要 な る 

BEEZ LS, MR dr & ABH FAST Eb, その 規模 大 な ら ず 2。 
an memes 事務 所 の 西南 有 ル を 15 km Oe e+ oRMOM 
WIZ UT, Eb UTRO BHR KAS 


1. JUNE EB RR MOAT K O, OAH WBE OA BETS 


BN 40°E Owiiiele UT, EE UTHER OMTROR KO WKS BB ¢ IL 
化し , KRHEOPF BREW SDI o 

2. Ul RA O7s FERRIES IC BUSS >» N40°R OBIS UT, (EY 
ERIS AAI O, DRO MMOINE, 多量 の 方 EA Be OY a eB 


~ 


2100105 aA Rh RS 


TUE 2 SAD Oo AUR CREA > 1 + BRC 
PBMCS, ASHRURICAL L, FOIL GE SHIA, BRD OH 
tk STIS 

3. EE AUOAS 園山 の 西館 に 近く , 津谷 確 山 と し て 管 て 探 掘 せ られ た る も 
の に し て , EE UC iO OFLU k OMS ABM OMURIS LT, (ZS 
麻理 に 下行 に 走れ ども , BECP 6 tite 6 Marl, HL < PRE UC ae 
ELMORM2A L, Mtl ERMils KY ABS Ea Ss MoH Oo 

Ill. SRO BBO RILR ILS 2km, BOREL, 明治 の 末 
KOKOMO CAO, 大 谷 確 山 と し て PRAY Fart S BIR UT, 府 向 
N 50° E PSCC HBS, WISE & LCL ERIE O aE MI k OKO, と 
に 石英 及び 方 解 石 を 任 な ひ , WEL ESI So ES, BOBRAKE GF 

1V AFORUDRERBE 大 谷 確 山 の 南東 に 隣接 し , 大 傘 村 在住 PSM A BB EG 
PRAOWRAS UC, MP, 管 刈 雨 確 床 を 含む 。 赤 和牛 磯 床 は 赤 牛 海岸 に 近く 石 
DEPT vad acute SDH, BGR EP CII 3 RN, SEM 
T, SOW & UCHR SHIS I LANES, METRES. 

ef AAC (S AAPOR BS OW Lkm 以内 に 在り , & PRE Lt BRE 
HABE OR ERIC UY O CEE Cte SMR IS UC, 多少 の HIER OX 
RY ARIE % CE iO, HROMA & UT BFE PFI CBG る 。 BRE 
4E AUER IG IC EME UT, & OMIA RU Ee AE じ , DRL RIE IE RS 
6%. 

RRO 以上 を 通 観 する に , KAM ROZ PES ATUL OR 
WARIS, 次 の 著 る し き 特 徴 あ 0 。 

1. BORIS PEI SEDI OREA Ie TA Le SBME hc BES 

2. MAROMAESEEHO ~ 54 + CP MG EBL, RID 

© BRIX BON ARTEN BL LRAT 


Ses es Sie oe 2 


3. BURILHIL AZ LO BMLEER & as, BORLA B RRS 

4. AWK CH OAM IES BO, ESOC BRR <, Z 
eva § BH OVID LEK LUCHRT. か ヽ る も の は 石英 を 主として 
金 に 富み , 下部 に は テル メル 化 礁 名 を も 作 な ひ , RAEI OIE IL » 2H 


DRATRI Ze Us. HBAS HAD CA Ae < , DOR INBR LO TR OE 


WK AS Sita (= AGI ELE GDS に 過ぎ ず 。 こ れ 即 も 本 鐘 確 床 の 特 性 と す 。 
然るに これ より め 隔 た る に 従 ひ , eo CEA ARLE ZS B OR 
し , €OMUKO Pr (Sk, (CLEA Ze GEA IC R72 UC, RTE Ae 
FIED CU TERE 22 I, KPHES OPUS RO 方 解 石 を 加 ふ 。 EB 
Ate A ALEE A RIL, DRA EMO AR 7c IE S ie RK LU, ここ に 記せ 
Simca (CHRla, © これ に 遠 ぐ ざか つて 生 ぜ る 低温 相 を 代表 すべ く , BEAM! 


a 


に 於 て は 明らか に この ご 二階 程 の 重 狼 を 認 む 。 HOT, SLES tht | 


AWK & , 27 PF RCM RUSH CHAM BIE ST 4 ORBEA OSL 
ASMUBT VIVESAMO BA SHE 
ee vv SNEO BEL られ た る は , 前 記 諸 左 床 中 むし ろ 高温 相 を 代表 す 
SEAM PIS UT, AGRO PRB EET. COMMK SE 上 部 に 於 て は 
HRS St OMALELOK, RATEROK, SOFIE 2 RD ES, 下部 に 於 て は 石英 


と し, た ~~ ZO MABEIC IE » EAT SR CaO TC, fe ASE AM 


WRI= ADD. FUN BHO RT SIS 主として Ds SMAI UT, MIE 
Ze Wp OFA SALE Me O AE O) AIRY WALK FR SO, WES dG D ANBIRAS FB 25 
つて 分 布 せ ら る 。 こ れ ら の BREE 4 ORO DAL t PASH OTE 
EL, TOMRMKALART &D > MM Lo 

CAGED F WAAL, 常に 微小 な SiH ie KU, HAE 1mm 以下 に 


SHE}, MCA 2 mm CHS SAGBCMERES 6050, 22H 


BET (PRED る に , WET C0007 NEFF BAKE, F OMe ATE 


212C12) BAR hw Bik ® 


面 (rozo) に て 園 み , THEOMPBMMCTR< SB. CORMC RH 
並 に 柱 面 の な す 角 を , LAWS CME SE, HO 表面 不 規則 に BA 
て , RARER, た ヾ その 最大 反射 位置 を 観測 し て , HMO 姜 面 の 成 
第 = ial す 角 約 50* な る を 知る に 過ぎ 
ず , Z を 従来 知 られ た る テル 
ャ 基 鉛 喉 の 柱 面 と 姜 面 の の な 
す 角 に 比較 する に , m(zor0) 
/\e Corz2)=A7° 380 に 最も る 近 
き を 以 て , この EMBO 面 を 
2.(ozz2) EAMETS Lo 


ASRWET IVIVBIAM 
OMB (eae 


AWD SERA ES LC iB 
at < , ERTS EFT 7% な る BERABE 
ご 完全 な る を 以 で カゴ フフ の 
先 に て 之 を 吹け ば 科 葉 と な つ 
CHU L, と を 白紙 に 摩 す れ 
(SRRAOMRe DS S%2UT, 硬度 其 だ 低 き を 知る 。 こ れ ら の 性 質 は & 
く テ ルル 益 鉛 忠 に 一 致す れ ど も , その 比重 は を で クノ メー ター に で て 沿 ら 
むと せる も 資料 少く し て 充分 の 結果 を 得 ざ りき 。 
© OSS PAH Ze RAGKBE PF BRS DA, KIRA FAS SMBH BEL, ZO 
HS } OWE = Ae aS COL —BIOM Gene EVER 
DDS in RAMA ST SL LAE LES LS 
OME 7S © ii 7 AT BE CES IC, SR EHS UC EIR ¢ , Z 
に 看 酸 或 は 青 化 加里 を 滴下 する も 有 反 應 な く , FRCS KEN kia Ze 加 ふ れ 


re 


ala Bi 1h 
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ば 徐々 に 毅 色 し , TAR MM SPIE SOBA 0 Pe BEL TBD BES OL 
AUG5 ORES KE ¢ Davy Farnham: ODIGER B F wv we FE SMiCtetrady mite) 
の 反 應 に 一 致す 。 ま た その 細 片 を 硫酸 と 共 BLUES RUS Fv Vb ODA 
の 赤 柴 色 か 果す れ ど も , 吹 管 分 析 に 充分 な る 資料 を 得 ず 。 | 

ATED ONC BMS NSB UC, 緒言 の 條 に 逃 べ た る が 如く , 昨年 既に 南 英 
一 民 DIR, 乾性 及び スペ クト 分 析 に よる 定性 試験 あり , 主として テル 
WROBEL ORO, 硫黄 に 乏しく , 銀 , 鉛 及 び アン レンチ モ ニー は ええ ペク ドル 
線上 幽 か に 検出 せら る ゝ に 過ぎ ず と 記載 せら る 。 

Sete & , RIO F wor te LS AWM PIC Ik, Bi 52.22, Te 47.78 に 相 
fo る Tetradymite(BigTe,)O (x, Bi 70.99, Te 29.01 (ZAHA A Weblr- 
lite-pilsenite ()—FEA 0, また Tetradymite 中 に も , 硫黄 の 少量 を 含ん で む 

LA BisTe2S (Bi 59-17, Te 36.27,$ 4.56) に 相 党 する る の あの , Slavik fe 
が 種々 の 文献 中 より 選出 し た る テル ル 化 共 鉛 護 の 分 析 39 例 中 , 233 ま で は 却 
QT ZIV, Wehrle MAH, Haidinger ROHAN KOT, HH 
HC tetradymite 7.5 Y4APSHL~ GtrtcS Schemnite (Slovakia) 附近 の 
Schubkau jf original tetradymite 7 ZICABL, RH & UT Genth 氏 に 


& 9, Georgia }}| Dahlonega, Virginia )}] Fluvanna, Montana 4 Highwood 


Ss £ hb EA PGMS HioTes に 近 き も の は , Bic “Tellurwismut と 


4) “ 
LT tetradymite £ OHRIt54SBAH9O. COM Damour, Genth Fi 
FIC KOCH SH, Joseite と 命名 せら れ た る Brazil の San Jose 産 テ 
ne FESS BigTeS (Bi79.64, Te 16.27, S 4.09) に 相 党 し , Muthmann, 


1) W. M., Davy, C. M., Farnham, Mic, Exam. Ore Min. 1920, 61 P. 


2) 南 英 一 前 出 。 
3) S, Slavik, Doelters Hantsb- Min.-Chem, IV. 1 (1926) 855~862. 


4) do, 


91414) a ee ae. 


Schroeder jj id Cam の Carrock Fells § 0 #5L Ute 4 Grunlingite 
(£1E Big TeS 3 (Bi 78.81, Te 12.08, S 9.11) 123 So FAC HEED Wehrlenite 
pilsenite は , Hungary の Pilsen # + 1» r FEHMIIS LT, Wehrle 氏 に ょ うつ 
Ad CPE Gh, Sipser HEI EO THEMED D IES LOE To 
KEL BE A oe ov FE NM (SES ZL SRT, BLAKE HE Tetra- 
dymite, B® Slavik 氏 等 の “Tellurwismut» (Bi,Tes) ICANT SD, 
或 は Pilsen 産 pilsenite (BisTeg) に 近く , HOT OMABMEAICHT 
この うち 前 者 に 疾 す れ ど も , 面 包 の 測定 困難 に し て , 之 の み を 以 て 前 者 と 同 
定 す る に 足ら 5 すず, RAPHUAEOD AEM 6 tus DRE L OSG) VHF CME Lo 
(ROT FER (VIMO REIS 2 PD UT, NVAREBELE OR MSL, © ODED 
の 定量 分 析 を 試み た る に , その 結果 は , A EAS ET ICID PROC HIS aS 3 BB DS 
ML. 
之 に よれ ば は , AFP BE Fv oe EE PAM Bi 50.97, Te 46.96, S 0.12 26 + 
と し , Genth fed KB AMIS CRED te BF wv WAL SABRIC VE < , Schubkau 
m Original tetradymite (BigTe oS) &£ 0 (dxteb ihe UL <¢, 却 て Sla- 
vik 氏 が «Tellurwismut” 2ULTZEO WH LES BigTes に 近 し 。 R 
こも 拘ら ず , その 結 卓 尋 的 性 費 に 於 て Schubkau 産 tetradymite に よく 
FAW Fo C tuk ¢ Schubkau pF BigTesS も , 大 谷 確 山 産 Bi>Tes &, Bie 
(Te, S)3 7% 6-H S OMS HED, WUC BigSs を 含む こと 比較 的 多き る の と, 
CAUCZLSI ED LOMECIAS UT, Slavik HOM< 42.6 SHI 
4~F,ULA Dana KOM<, Zire fits tetradymite & Bw, Ble 


Sulphur-bearing 及び Sulphur-free variety と 認 む る こと の 至 営 な る を 示す 


1) W. Muthmann, E. S ‘hroeder, Zeit. f. Kryst. 29 (1897) 145. 
2) L. Sipécz, Zeits. f. Kryst., 11 (1885) 212. 


Wok Bis 7 es 91515) 


も の な る べく , KAUN FEF vr ORISA IE LAL BigTes & Bix 
Ss ¢ OMMWASHBNIRIZ Ou Tl, Monkmeyer EI LOT ZOMPES BRE 
られ た る こと あれ ども , REE OFS MRD 2213S o 

KZ Ménkmeyer 氏 に 探れ ば , BisTey tk Bille 一 成分 系 中 唯一 の 化合 
物 に し て , € OBB 575°C, ROWE (Ee —Bhor ls), これ と Bi 
Calas 267°C) と の 共 融 虹 (Te 1.52) は 261°C, A 428°C) £ MERI 
mi (Bi9%) は 388°C (AEF Fo Hb, Borgstrm FICHE, 天然 導 
Tetradymite Ogi 593~602°C に し て , Ménkmeyer 氏 の 測定 よめ も 高 
く , これ 或 は S の 含有 に 起因 せ む か 。 KVR ESulphur-poor tetradymite 
また これ 以下 の 温度 に て 生 ぜ る は 句 な きも , ATID KE O HHSC JE 

PUT, MRE OURO と 認め ら る べき を 以 て , その 成 生 温度 を 携 定 す 
べき 何等 の 資料 な し 。 

TAFE EE 0, ATE PRED IB , 大 谷 確 山 出 張 の 機 答 を 興 へ られ た る 宮津 
PPE ICL, また 同 磯山 調査 に 際 し , 種々 の 便宜 を 納 へ られ た る na 
SC CPL IT UR ZEEC, ACPO EEA ETE, 同 咲 員 磯 村 男 氏 に 感謝 す 。 特 

に 本 錠 物 の 化 捉 成分 決定 に 際 し て は , 貴重 な る 標 品 の 一 部 を 制 受 せ られ た 
る 村上 , 磯 人 村雨 氏 と , 高橋 教授 の 好意 に よ つ て , 資料 豊富 な ら ざ る ADD IE 

ET, 特に 慎重 な る 定量 分 析 の 益 を 雪 ら れ た る 八木 光男 氏 に 深謝 す 。 ( 終 ) 


HA HICH SRR Bie 


pe RG ean os 


BED 1 TAH OWE IC KUT 外遊 の 意 賠 あり, HS < ee EAA 


1) K. Ménkmeyer, Zesits, anurg. Chem., 46 (1905) 415~422. 
2) Ref. in Neues Jahrb. f. Mia, etc, 1916, 1, 11. 


と する に 営め , HOWE LPR RA SIK BiB LEM L, 併せ て 
直接 指導 の 任 に 党 ら れ た る 高橋 教授 , VATMELAIC BEL, PRET ABH KE 
する も の な の 0。 

PARE, TBE AA HUGO HB LCSE $ EDDA O, その HMRI RR 
HYe WS UCR < WI 22 BBL, KIKI WIAE SB RAVEN) HBR AR し て 
HACE Bo tBCEL, SHB, FORE LO も 下位 な る 旅 色 硬質 頁岩 中 に 六 
出せ る も の に し て , RRO BMIRI PC E OMB Bay LAMNCBOTS 
HS SRC AS DAML, 


i ar Ts Meee sy 
8 90 100m. 


MMOR BOD, TtBC Ic KD CHES ZU te DMIS IZ ¢ Beam re 
SEH (BLES 2S b, COBRMOM Sd 1~2m HBOS RR <, 
EOP NLT MOBIABO HM, 及び PGR k OTS te 2 頁岩 部 
の ふみ に 限ら 5 られ, DRI BCE LOTS S 4 + 部 分 に 於 て は (EE 
L&EBe Ow Ls 

MARTE SO SER 2, 周 園 の 三 紀 頁 岩層 を BRE A Epc 
TIL, 既に 高橋 教授 の 指摘 され た る 如く (本 誌 一 段 六 跳 )) TOBA MDE 
WROREHEEB, & DIRS IS DAIL 6 dr, 一 般 欄 肪 面 に 礁 て は 何等 羊 し き 
愛 換 の 形跡 な し と 云 ふ 。 同様 な る 事 近 は 本 例 に 於 て も 明らか に 認め 得 可 く 
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PERIERD TY SHRI SPRATT . 
eR MERCER ue L 8 BSB BF LT, BIS ABREU, seid 
ERDAS UCHR <, BORIC SS BDH Sb, MEL THRE SHIMERO 
WBN 2 AL, 旅 白色 を 時 する 部 分 多き も , ECS, H, HOME MOM 


E a # A AERO RHE Uta & Ia] 
CA) | cB) | (C) | RZ 9) ° SOL Bay iO #2 4 
SiO» 71472 | 8425 | 81.00 ILB—#K (AVCHD <, Be 
res0 a FeO | 945 216 323) Pehl LLL CHR ELL EBM) OIE 
MgO 0. oe 0-74 | 1.06 
_|-CaO : 1.43 0-84 eT Ut FAW 6 
Na20 3.17 0-82- 1.24 
Ks20 289 | 9-64 | 0.96 硬質 貢 岩 この 頁岩 は 敷 千 米 
HO}. 232 | 309 | - 3-75 
TiO, Ger | 018 | 0-18 OVE Ig 22 75 L, PRA (HEIR EE st 
P205 0-86 | p.d. nD d, : z 
| MnO ee ee ee ge 72 WeAr, bef ERUAWE ZS % ALAN 
|. Total 99-70 | 99-40 99-71 な る 節理 に よ つ て EBSD BE 


\ 


CA) 流 ACD) WHR (OC) MH MKC MHAS, SMORM SH 
Bee SEMI LOT MRSS > も , TONMISMEe BUTCH 
RES Oo 組織 は 路 均 質 に し て MD cS BEM HA 2M AAT S, Homes 
MG 2-6, 硬度 は 2 乃至 3 の 中 間 に 位 す 。 題 微 鏡 下 に 於 て は , FE 0-02~0.05 
mm OF Gk HG, BAe ELD) の 小 量 に 分 布 す る を 除け ば , 細 徴 
AS BINED LIRA & & 0 1, BRO MMSAIS & & , THRE SET REA 
に , 化石 は 海綿 , Hest, FLED 不明 喉 な る 痕跡 を 上 と し , RI SEARLE 
売 の 形跡 を 留め ず 。 
硫化 鐵 微 球 は , 海 成 腐 泥 頁岩 の 特徴 を 示す も, TOMALES SUG 
すず , IEEE Aa He7e GHETF DHL, FIAMMA ZS D Ce eins CARP FS BD » 
Es 
COBB OULBAHO BAR ょ 第 一 表 C に 示す が 如く , BT 高 燈 教授 に 


918C18) a an ee 


SCRE S tute B ERRIRIE RMSE OUTIL CE L, ARC TERS, 
ALI 2e OBL UC RES % HASTA FEBS ER ELS ISH eB 
[ike RT SOMO o 北海 道 に 於 て は , SEEM ee SHENAE &, CAI 
WI RLAMAHD 6, MC EZ LMT S BOK ¢, MOTIES, ANE, 
PRA ON A OLE F IIL S BONUS 0 

© OU HERE UCHR T Us, HH OWL ELM L HID A ihe BEE L, 
% OPIS ¢ RE LCL 6 0, ROSEY BIS BIBS 0 

SHAS この 頁岩 は 第 一 彫 に 示す が 如く , 硬 質 頁 岩層 が 流 紋 岩 脈 に よ つ 
CHS » MICHEL THES de, 比較 的 制 然 た る 境界 を 示 し て 硬質 頁岩 
に 連 績 し , 1ー2m の 幅員 を 有する も の な の め り 。 —WA RM S EEC 
類似 する も , ANC LARS LAB BL, AI SEPTIC kO 
て 縦横 に 員 か る ゝ を 見 る 。 SRO MIL 2cm 以下 な る も の 多く , 同質 の 小 
fe, 細 竹 物 等 に よ つ て 朋 結 きれ, EA CE 2~3mmO) HONGO ASAD 2e BP Ai 
L, SEMRIR ¢ SEI RM OFLC BRL S も の な る を 認め 得 可 し 。 

胡 質 頁岩 は 硬質 頁岩 に 比 し て 甚 し く 堅 級 な る も , その 比重 に 於 て は 大差 「 
な さく (2.7), DRONA HH BIER ZPIRT. MOM. BHA 「 
MBCAIRO PHI kD TRUE S tui STA BRCM S BBO 
に し て , MOM 3 HEED 2 ORM ABE 6 LO, その 特種 な る 分 布 
を 時 する に 至ら し め た る も の な る は 疑 な か る 可 し 。 

BEF OMIM TRS BUS lk, MAAC TS 甚だ 幽 か な り し INE 
貫目 OQURWAE) DHAWES 2 RBHRO ZIRE SE LT, AT 
(HSC & ERM SHIGA BS BBLS CEI NBER IC KO CHB B tote 

APF Oo ACAIBRISNIEIS REEMBIS LOT HES 3 tr, HCO DP Av 
ARIAL PETA CHG UT 3~5 分 の 1 程度 に 減少 し , 特に 化石 根 に 集中 せる 

LD AS BE 1A 6 BR 
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区 件 或 集合 は 全く 失 は れ , HALSALL CIRO RUE U < , BME AHI 
WED (一 種 の 線 泥 石 ?) の 分 布 其 だ 幼 医 と な れる 事 を 認め 得 可 し 。 
BEV ICH SRI 閉 し き 現 象 は , 肉眼 に は 容易 に 認め 難 き a RABED BY 
Ric BAI UT, BH OBERD THA te ABE IIA T 8, TORIEMA DAB 
DWNT RAF SIMO MSR O 得 可 きのみ な ら ず , 屋 春 間 に 
明暗 な る 容 際 を 残し , BUS EEMBIRIZ & OC /RILHEIE 3 t2, OPT 4 KANR 
2 PAGED 7S Ar hin Ze Ao 7% SLAB Lo ARIK, ROPE S 硬質 真 
#1 OAs AE, WE OSE BAEC ot AAS HC EER (S, BEES KO CHE 
和解 作 用 を 5 0, BRIO ABR EOC HERR EL LO MAES SKBHS EO 

な る 可 き を 知る 。 

TAL OMB A MONKS, HH B に 示す が 如く , LACIE RRR 
温泉 附近 の それ と 大 療 な し 。 夷 の 如く , 同様 な る 硬 費 頁岩 の 此 種 の SPAS 
Ris, その 火成岩 が 玄武 央 た る と 流 才 央 た る と に 開 係 な く , BRICK ARC 
と も 云 ふ 可 き 程度 の 結果 を 生ずる に 留まる も の な る 可 し 。 

化 四 成 分 の 上 比較 WOM<, bwORAMAIS, AMM (Se tee LSB IE 
を 時 せる が 如き も , TOUT L BE F OME k OMS, その 程度 に 
TRAM O LEAN, 森 愛 質 の 硬質 頁岩 を 人 工 的 に 齋 汐 し た る 場 

SLEKBK LEGS SMSF 
BPR ETI 2 BRETEL ©) (LUISE EWES BIC, BAR OPRIZ SIO. KO 
C20 の 少量 の 増加 と , BROMIOWY bVAIELIES EO ML, SIO2D 
REO HIS, LAO RMI IK ko EIR, DS & OIA ORE 
の る み に 依 て & 行 は れ 得 可 き を 以 て , 雨 種 の 頁岩 成分 中 , その 水分 (+H2O) 
Je KERIO LRH LT MH 7 MIR ST PLC BIB), HRROAKOBR 

In と, ROR WMD OWS Me EIS 3.5426 EKO, その 性 質 上 , BH SAN 
| REO, 外部 よめ OO MRR OLLI る 可 き を 知る 可 Lo 
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KILUSHO 方 法 に 依り , HB Oka 7 除外 し , BEL ERAS LUT, 同様 な 


る 換算 比較 を 行 ひ た る 結果 は 第 三 胡 に 示す が 如 Uo " 
BS RILYEOMAO tt Bue st k O 7k 
TR 分 を 除外 し , 錠 を 百分比 に 換算 し (第 
; Bes eG | am DUH), ZIC KOT Variation curve 
SiO. 84-18 81-23|-+ 2-95 aa 
AlgO3 610 7-47|- 137) HHO, PIIO ML. Wb Me 
FeoO3,FeO| 2-16 3-24|— 1-08) | WR 3 _ 
MgO 0-74 1.06— 0:32! ORRIN SRE To AS wk BE OP RI AL t 
CaO 1.43 0-84|-+ 0-59 Je 
| Na,O 0-81 1-24|—- 0-43 & SERIE PEINIZSE Lo 
K,0 .64 0-96|— 0.32 ‘ Ke : 
H,0 or 3.76 < 以上 の 結果 より 見 れ ば , ERR O 
TiO。 " | e — 0-02 er 2 = > さ 
a 0 石原 の 増量 は 青 定 す 可 ら ざ る も の に 
| Total 100-00 100-00) 0-18 


UT, 前 者 は LMOMS — KYSER 


Benne C 三 硬質 頁岩 


脈 の 存在 と BHR UT, MBER BAT J 


= Ed : PE 
LMETS &O>M Le ARO 
203 =Cconst. e 
a eA, rote ae 
| Be mg) Se MRHIRAS £00 HAE 
SiO4 8610 8438pi72, SOA, 86 RBM as 
Al205 7.76| 7.76| 0-00 We tye. AS Ap) Ay 7; 3 
| Fes03,FcO | 221) 337 =116 % > TORE AIRES Ree 
MgO 0-77; 1-10/—0-33 する も の な る 可 し 。 そ の 何れ な る に 
CaO 1.46 0.88| 圭 0.58」 & 
Na20 0-85 130|-0.45| stk, RAHAOMATEM IS, DAR 
K20 0-66! 1.00|—0:34 Pees 
TiO, 0-19  0-21)-0.02, BIRR OEROVHK IO し は 想像 す 
Total 100-00 100-00, 100-00 = S ( PNHEE <A KK BD 


B=BHH C= me 
MM UT G.Specia OBRBICIHKOT & We SHS, MAOMSAIS 130°C Bip 
PATE CAR iat LOE ¢, ダリ シア ァ WOFHLR AE RT BU 
DHR BOMBA LE Rade 


NaCl % も 含有 し た る る の な 2 る 6 


1) S. Kreutz et Gawet: Mem, de la I, Reunion de I Assoc, Karpt. en Pologne, 
P. IY, 1927. 


 AWOBSCHU RE ALOBHENS MOM ¢ 比較 的 高温 woo 
ee (BRS ABER 6, 更に 以上 の 如き 溶液 よめ FEMEROG 
第 四 # 旅 の 析出 を 見 る に RO, 硬質 頁岩 
es Swan: OT v2 0 O—BBid, He, EE 
SiO. 87-42 | 84.38 | の 一 部 と 共に 次 液 中 に 入 0 て , HE 
Al203 6-34 7-76 | ; 
FegOs,FeO| 2.24 | 3-37 | ieee 回 復 せ る も の な る WY, Z 
MgO 0:77 | 1-10 eV Sees ae 
CaO 150 | 0-88 | EOC Ope (SB Be a す 
Na gO 0-86 ! 1-30 
a eae も の な る 可 し 。 
| Te Ss ah Wi—-BeE す 可 き は , PATA 
Total | 100-00 100. 00 
=e 岩 中 に SASS» ID, MOM 
B= egy 
ae SARA THEN 6 BAS PH 
Rt : DPOB Oo WIA O PB ls 


通例 3~400°C 以上 の 温度 に 於 て 
行 は る ゝ を 以 て , 特別 の 事情 の 存 
せ ざ る 限り 9, 以上 の 場合 に 於 て も , 

夏 同 様 な る 温度 に 於 て 其 天 然 乾 沈 
が 行 は れ た る も の と 推定 せら る 可 
SHK00 Rtr&Eb, MO Ms Fels 
td, 246 KO MS 推定 に よ つ て 
解決 する を 得 可 し 。 即ち , tite 
WROREBE I= 件 ひ , RIO 硬質 頁岩 
DAIL RU BEE FEL, これ 
DANK O ORD EB HE Dy 1S 6 
88 87 86 8 84 88 U%, 26 ¢ JAROkAMO IAI 


HS THEED KAI Str, KT KY 低温 な る ARGHMODRMAN KOT 


nm 究 RK : zn) 
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HB LOBHD4TILS > (CBS EDOM Lo 
Riri, 硬質 頁岩 , 朋 び 鍋 質 頁岩 の 基 土 右 放 及び FMAY Hore at Se 
AUEKMKOM Ld 
第 五 表 BY BCR CIA TI& CaO >MgO 
| | MgO:CaO INa20 :K20 | Na,O>K.O な bse 
saree neat seo ed 120 >K20 44 8, HATA 
Hi WOH | 82-91: 67-09 | 52-31 : 47-69 | 於 て は CaO > MgO,NagO>K 20, 
硬質 頁岩 | 55-79 44-21 |55-36: 43-64 papers i EAC Ud, EME 場合 
WEED | 34-10 : 65-90 | 56-16: 43-84 | ti 
i OE ERS Oo PAA AOR LAK 
比 は , 一 般 水 成 岩 の 通 有 性 を 示す も , BAHAR AO CHREMORRe BTS 
は , BIRD ORPHAN E SIAIMIIZED ( BORO. MUTT 硬質 頁岩 に RTE 


AS LER AC ABE IK PPR 2 BD IGA Sb, BALAI ETS BS RBM 


を 認め 難く , MOAMD A %e SILO FLAS SMUD 2 GF o 

ァ ル ヵ リ 比 に 於 て は , HBC BA, 面 か も 硬質 頁岩 の それ が 最大 
な る は 注意 に 値 す 。 こ の 事 筑 は , 硬質 頁岩 中 に は 風化 不 完 全 な る 火山 性 細 
粒 物 の 含有 を 暗示 し, 本邦 三 紀 層 頁岩 に ASHE る 北 放 物 の 影響 を 示す も の 
な る 可 し 。 

結論 PEABO S Petter a (S, 秋田 , 新潟 の 油田 の それ 等 と 同様 
な る 種類 に 属し , PURO ANRC CBR A ale 2 AS, AMIS cO LH 
BOCA ICH 6 CHE LU, Re UTHHSS も ORO. BIR 
の 周 邊 に 接する 硬質 真 岩 は , RRL TS BBE et IS RPT L, HORRY BAI Ze B HE 
Fe UTC HEO MA A EMSS 

BH OBIS, HES MRE CFE OT JRE 1~2 m (BES AMES 2 
WEL, 2% AMES  & [EC Re BY Lb, WK し て 恐らく 過熱 の 
IKARIA bE A 22 BTS LD, ABM BE LHI S trv T 其 油 母 を FRBE 
UU 6 HAIL ER BEY LD, RTREO 低下 に 件 つて ARK 


naa iia 


NA a 
Yh 
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を 生じ , 黄 鐵 確 の 結晶 を 裂 際 の 一 部 に 生成 せ し む る に 至れ る も の な る 可 し 。 
(BUR LISEEMRL 石 族 分 の 少量 な る 増加 を 見 る の み に し て , 他 の 成分 は ー 
何れ る も 少量 の 減少 を 示す も の な の 。 

此 硬 質 頁 岩 は , LE RRIRRTBURINSIEIC ERINS B&O C4, 組成 を 等 ふし 
LOUVRE & SBMA 40, GIOVE kB Zhe 2 BENS UT, i 
詩 天 然 乾 溜 現象 に 局 す る も の な り 。 : 

wee LACS FSO SP HIC IBIS S PEAS, EC ARB BLL OPME S 
れ し 所 に し て , FER 8S, FE PERM IIE LI BAA, MIL SOMO 
一 部 を 追記 し , 他 日 の 精査 の 便 に 資 せ ん と す <。( 高 橋 ) 

TAR PEM OE IS, CHEK RTS OB 出す る ALBEE RO ” 
BEEN LS, その 陸 岸 に 接する 部 分 は 砂 党 の 堪 積 券 を 形成 し , 陸上 に は 最高 
6~70 m EF DRBREIE L, 延長 約 6 km に 苫 つて 地層 の 断面 構造 を 追 中 
し 得 可 Lo 地層 は 概ね N A 30~40° を 示し , ABCA 

RARE CLS. INE, Mb RR LOR Lik に 相田 する も の は 
自 浦 淡 居 に し て , REA IRD RE ee D 最 南 端 に 洛 る 。 こ の BRI 4 
ドレ ー ン を 主 と し , ク ラレー ン を 副 成 分 と する 非 錠 火 に し て , HRP ZL 
(, HOMPLEDSSHE 4, SLBWARE 属す る 太 午 内湯 等 の そ 


ー れ 等 に 比 す れ ば , ORAS 6 RO AG 6 RATAYS 8 ED EAC 


する も の な る 可 し 。 

VGA EE (a A の 厚 き 約 1m, 下 居 約 1.3 m の 二 麻 より 成り , 頁岩 中 (CE. 
fe L, SAI CSR O AGB HLS HheART EOKO. KROL 
(SHB RORIRAW A O Hi DBE L, 下 居 に は 青色 北原 砂岩 TIO 

央 頁岩 互層 に 移る 。 こ の 最後 の 互 居 中 に は 厚 さ 6 cm の ith a, RO 


ae Biny <, 頁岩 は 概して 堅く , PIC KO CAMA 


BES. THEO FRCRCEOMR ILS 8, TOKM の HEMMER 
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WR E UTBMEIE S$ UT, LOMA IE IC BIL, WIC BCA KO 


THYS, LOMMRHOFE KIS. SIKH BE d あり て 一 見 新 期 生成 な 
ぁ る ぁ や の 感 を 抱か し む ぜ る も , こ の 内 に 含ま る ゝ 石 談 夏 は デュ レー ン , ク ラレー 


VILA, 話 質 上 西側 石 災 居 の 下部 の それ 等 に 相 洛 する も の な り 。 

Mela, FTC PRLS S RIS OMA eI 7 6 S RRO, TBC 
KOTHDS WHA AAS, AMICI TIS PEA TBI O TP BBR AS 
APG BET AWA RER AIS (CIFE LOM RE 2) CHL, それ 
ょ より め 以上 の 部 分 は 名 寄 , MAO Fit LABIA b, AOA dele (SAGE 
に 於 て 北海 道 に 於 け る 川端 , IRE O Sr ESET A S LORGEAD AI 
WA Aa DBR: t OMOTE MH DCO OR & COBRA RES 
ST ORAS, AFG MS bhi CT TERS 可 く , KILa DO Rel e 残し 
て , 他 日 の 研究 に 供 せ ん と する も の な の 0。 


BRE ERR 


AFQueE FILILEHEOILSRKS 
G+ 八 木 RK H 

AST Sat BL CC UES OBB IS KOTHRENS EOI UT 
ADE DEAK F DANK BY UC (LEP EREO HNIC He BH 6 {ities 

PRAM 分析 資 料 は 渡 遂 教授 が KAKI E OB GA DMD & 4G 
SUR» HF ARC 2s BBP LAST, LES 2 mm LIVE OWEBTARAIEE 2 
UT AURA TES S 8 O%e HRI LES BOK UT, 肉眼 的 不純 物 
(SZOMEA SRR LANES, TENE EO GER ORE OD 混入 を 発 れ 
すず , 上 且つ この 方 法 に よ つ て 集め 得 た る 分 析 資 料 は , HAT 0.1154 ar に 過ぎ さ : 


Pwd © 


研 完 短 報 文 = 228125) 


OD LIED, (PRCA EE DS 2 ペク トル 分 本 に よ ょ つて 示さ れ た る が 如く , EOS 
鉛 ) ア ンチ モニ ー を 含み , また 米 國 産 テル ァ HBMOKMA LO» As, 微量 
の ャ セレン を 含有 する と も , 選 を 定量 する こと 能 は ざり き 。 

今 析 の 方 法 及 結 果 分 析 は すべ て Treadwell 民 及び Mellor 民 の 方 法 に ょ 
つて 行 な へ 9 0 FOKERROM Lo 

Bi 50.97%, Te 46.96%, S 0.12% 

COME ORR A He THe UTROKKNES, ZB ENT BBA 
(LEO Fo RIZED KMD ORS, HELE MI OA % BAAS IZ RET 
(EROML. 

Bi 51.99, Te 47.89, S 0.12% 

A> OER A. Webrle 氏 が 始め て 分 析 し 。 Haidinger 氏 が 始め て 結晶 
BAN \IiKED od, Tetradymite と 始め て 命名 し た る Schubkau PHF nv rFZ—H} 
WE O' OAM BigTesS OITA, IIc Genth が 米 図 各 地産 テル ル 

第 ~ R 


Schubkau 7 A Dahlonega |Highland 
tetradynite BigTe2S 大 BB LHe Bigles - (Cosa eluate ese 
て Wehrle 分 の 理 講 mA テル » HeaBh OF am A Fv» ONT 7 ve Y SATE 
| At * BAS ARS i) BAR (Genth 分 析 ) *\(Genth 4p 4p )* 
Bi 60-00 59-17 | 51-99 52-22 50-97 50-43 
Te 34-60 36-27 | 47-89 47-78 47-25 47-90 
s 4.80 4.56 | (1s | th ee 
Se SOnOD la Cea EGE & |) we enices te a ererrtere 
| ea NOG ee He scso0e 
Cu | | teens | ree 0:06:30" sly) meas 
ayia) <7 CONCIOS al een conne Dida.) wl, osceee 0-80 1-68 
& CR ae eae’ | Dd ee tll ey easiest il aerate 
合計 99.40 100.00 | 100-00 100-00 99-33 100-01 


※ S. Slavik, Doelters Handb, 4. Min,-Chem., IV, 101926) 855 ic #R2, 


1) HE, Mere TB, CHR FI 5 年 ) 73 74 頁 。 
2) Treadwell, F. P., Analytical Chemistry, New York, 1919, 
3) Mellor, J. W., A treatise on quantitative inorganic analysis, London, 1913, 
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ALARA SET AT LI BAER L, TAILS BizSs の 標 准 組成 と に 比較 
すれ ば 策 一 表 の 如 Lo 

この 表 に ょ つて 知ら る ゝ 如く , AASMBF vr AHS Schubkau 産 
tetradymite の original specimen よめ 0 めも, むし る ろ 純 炊 な る BigTes に 近く 
ET AE EO 


因 に Slavik. 1% : は Schubkau fF F vw rn FEHMEO AK BigTeoS (27 3 & 


の を 以 て Tctradymite と 認め , APR RE Av VEE RWHOM ¢, Bi,Teste 
JES SOR Vellurwismut & LCE k OMB S &, Dana kepis Big 
Teg に 近 き も の な Tetradymite の 純粋 の も の と 認め , Bi。Te,S に 近 き も の 
を その Ssulfur-bearing variety と 認め た り 。 と に よれ ば , AAPM TE Fe 
FE FMWEIS Z OAK. Sulphur-poor tetradymite と 認 む べし 。 


黒 曜 岸 の 硫酸 に 謀 す る 溶解 性 に 就 て 
A+ WR a — 


SRG U3 fe ETRE Et ORR & 75 BTR AS IAA Lt & & の を 硫酸 に て 虚 理 し た 
る 後 , 比 色 計 に より め り 其 の 溶解 量 を 験 し た 0 め 。 LIF RO BEER tS A. 

際 岐 島 後 産 午 曜 石 を 粉砕 し, 100~160 メッ シェ /lb の も の を 採用 し , BE 
FUR) 20 mm DY FE (= T, 400°~1000°C の 問 の 種々 な る 温度 に 1 時 
間 加 熱せ り 。 

Ale 法 は 共 の 試料 5gr を 2076 硫酸 水深 液 50cc と 共に 逆流 冷却 器 を 
際 し た る フラ スコ 中 に 入れ , IBC に 2.5 WERE © o AAMAS (STR BE MG 
BOAT DORI, PURSE (2 k ORE AMORA 2VIKL, HO 


1) 5. Slavik, Doelters Handb, d, Min.-Chem,, IV, 1€1926), 855. 
2) S. E, Dana., System of M neralogy, 


; na 
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溶解 量 は 表 に 示す が 如く 借 少 な る を 以 て , ISIE KORE oo tok 
第 一 より て は 溶解 時 を 知る 能 は ざる 

ag 75 0 o Belz Duboscq の 比 色 計 に 

k OBMUKR ABR Tvi=ay 


AINA ERE O , MOBS 


9.93 — 


se は 其 の 溶液 を 100c.c IZHGREL, 
E 其 の 中 25cc を 探り , He MAB: 
sie, に より 0, Trt syn © Bails 
FEED 10 c.ce PRO Sodium 


Olizarin Mono-sulphonate 法 に 


© 200 400 600 800 19000 


TEMPERATURE IN °C kOKO, BRB RisB—Ric > : 


示し , 第 一 岡 は 鐵 及 アル ミニ = ウゥ ウム Oe HE ORCI LK Ba & 
DFA Be OD BAER Ze tial BAS O 6 


第 — Es 
加熱 温度 と 溶解 度 の 閣 係 (試料 探 取 量 5 gr) 
care) A 2 
MOE | a ge BE | Fec2) | ner) | 精確 Be | AICS) | aver 
tage. 3} 0-02mg Pee: (Gk ik 土 0.02mg (’ 0 
ines = | 0.85 | 0017 | 0-024 0.57 | 0011 | 0.022 
400 0-86 0-017 0-025 0-58 0-012 | 0-022 
500 0-90 0-018 0-026 0-51 0.010 | 0.019 
600 0.83 0-017 0-024 0-57 0.011 0.022 
700 0:85 0-017 0.024 0-50 0-010 0-019 
800 0-64 0-013 0.018 0-40 0-008 0-015 
900 0.34 0-007 0-010 0-25 9.005 0.010 
1000 0-35 0-007 0-010 0-24 0-005 0.009 


客 験 結果 に 就き 参 宗 す る に 暑 曜 岩 の 熱 膨 眠 曲線 は 約 65C に て 急激 な ぁ 脱 


WE% Fa, #9 900°C 12 THEA OD PENIS IES 6 MIE Ae OWIAT IS 


1) J. H, Yoe, W. L, Hill, Jour, Amer. Chem, Soc, 50, 748 (1928). 
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RE NN め 明 ら か に し て , PMN HDR (CIO OH 
650°C 及 900°C | a etn ERS MMW AICHE Ta RE 
Fi ORR EE HbA S BILE Wa orede ee BS RE a 1S EE: 
岩石 溶融 物 に 於 ける が 如く 約 650C & OBRINT 22 UE LBD, 約 
900°C に 於 て 其 等 の 散 子 の 分 解 作用 行 は る ゝ に 非 ら ざる か 。 従 て 揮 艇 成分 
OPE BLAS OORT (dr, BINS 粘度 を 減少 する に よる な ら 
ん か 。 其 等 の 問題 の 解決 は 向 詳 細 な る 富 験 の 結果 に 待た ぐる べから ざる を 
以 て 今 BOWER に 期す 。 


cs. ae Be ME Se 


RBAOMIECSHBMEB (2) 
meet UE BB OK BB 
テル ル 化 銀 太 Silver telluride ores 
テル ル 化 銀 に は 硫化 銀 に 相 洛 する テル ル 化 第 一 銀 AgoTe の 外 に 7a 
第 二 銀 AgTe を 有 し , Pellini, Quercigh pRAM Ag-Te kar に 擦れ ば 
Age'Te (Sih 959°C, Ag と の 間 に 共 融 闘 係 を 有 し , AgTe は 412°C HEE 
mit UC Wal PEAR IL, 44#C (HST RGEC IHL, Ago Te を 分 離す 。 
YEO 5b AgeTe (LKMICKRU AF v r SAH Hessite)i= UT, Ze Au 
を 含め ば テル ルル 人 金銀 確 CPetzite) (Ag, Au)oTe と な め AgTe は VA 


1 ahi, ATO RB, = AR, 第 一 競 ( 昭 和 5 年 う K. Kozu, Sci, Reports 
Tohoku Imp, Univ, Ser, IJ, vol. III, No. 3 (1929). 

2) BARRE, BUA, 第 三 , Hs BAB, BBE CBA AAD. 

3) W. Guertler, Metallographie I C1925). 925. 
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‘Hi (Empressite) と 組成 一 に し , 2 Av > HECMuthmannite) He ZIrZz ay 


の Au を 含め る も の に 相 営 す 。 
テル ル 銀 硫 ( 上 Hessite) は 1830 年 Rose PEC KOT A THEME 5 tr Die 
物 に し て , その 外形 上 等 軸 散 系 に 属す れ ど も , 近年 Ramsdell Klee X 線 = 
PEL, ZOMG LARK ICES Sb b, HIRI RTE ZONA 
RT AAR ICBM SRD, これ また GRU, & セレ ン SRO 2 PRC, 
TRICE CUS EMMA IIB ST Db, WERICIS Ck RTA URS TL ae] 
ら か に せ の 。 | 
Fv WSRURIEM ILE YO 4 te BA, ICSD. LOBE ROSY 
合 む も の を ペッ ッ 確 CPetzite) LBPE Gh, MIS © BAgoTe-Au,Te (Ag 


41.71, Au 25.42, Te 32.87) に 一 致す る も の ある を 以 て , 管 て は 猫 立 の 化合 


物 と せら れ た れ ど も , KVMDPO Ag: Au の 此 は 必ず し も ゃ かく の 如 さく 一 定 ー 


US, 且つ AgzTe DAHL LT AuzTe を 含み うる こと は , Margottet fe 
DERBY IIHED DIB 所 な れ ば , ZeULA (Ag, Au)gTe % 4 BARE E 
io SS Lo 

zn7rv-AmeCEmpressite) (x 1914 年 Bradley 氏 な が Colorado 州 Empress i 
I OH THERL SURE LT, 約 5 の Ag を 含み , WIC BARE LTE 
DARA KO. ム ス マ ン 太 (Muthmannite) も AgTe を 主 成分 と し , そ 


の 唱和 素 不 明 な れ ど も, FER UT Zk 重行 な る AAS ORICT, 


Empressite と 性質 を 異 に し , 陳 者 は 或 は 人 工 AgTe に 於 ける 同質 二 像 の 各 一 
方 を 代表 する な らむ か 。 上 且つ Muthmannite 中 に は , 屋 多少 の 金 を 含み , そ 
Opie CAg Au) Te に 相 党 す 。 これ また 1911 年 Zambonini Ke KO TH 
D CHR 6 tris SHOU Y Fo 

1) L. S. Ramsdell, Am, Mim. 10, (1925), 289. 


2) W. M, Bradley, Am. Jour. Sci. 38 (1914), 163. 
3) F. Zambonini, Zeits. Kryst., 49, C1911), 246. 


93030) es 2 ee 


ZL ONGO Blk F vv {EAHRB DD Vv v F rH Krennerite, RA), シ 


pry vie (Sylvanite RR) w» 57 rH (Calaverite, HK, RR aS 「 


RIO 5 BIL KA, ANE & Sylvanite の 如き は 其 組 成 時 に Au Tey AgTe. 
に 近く , この 種 の 化合 物 と さ へ 認め られ た れ ど も , Simpson Hl LNT 
の 含 銀 量 8.5~11.4% O RRC EME L, むし ろ AuTe。 中 に 周 溶 骨 と し て 
AgTe。 を 合 め る も の と 見 る べし 。 但し AgTe。 は 江 劉 に は 存在 せ ず , HO 
© 406 OIE FE | ae を 主 と す る を を以て, 人 金 礎 と し て 取扱 は る 。 
= OH Schrauf fon ょ つて 組成 AgaTe, NAAR % な らむ と 記載 せら れ 
た る Stutzite あれ ども , tid CHC Nagyag 地方 に 産 せ る に 過ぎ ず 。 
硫 協 銀 太 類 Silver sulphosalt ores 
BIRO & SPOILER IC HS CT 重要 な る ROMA LT, その 種類 多 
けれ ども , 何れ も MAgeS. RY’S3(R” は Sb, As AL Bi) な る 組成 や 有 し , 
RY” の 如何 に よ ょ つて 次 の 如く 選別 せら る 。 
が Ag28・Ab2S』 HiGRRNBSRE Silver sulpho-antimonite ores. 
mAgoS-AsoS3  WitfttNBgRie Silver Sulpho-arsenite ores. 
mAgoS-BigS, 亜 硫 状 分 酸 銀 礎 Silver sulpho-bismuthite ores. 
これ 例 へ ば 3Ag2S. AsoSg O)1(b AK D3, 3 FeO・As20s の 酸素 の 代 09 に 
硫黄 を 以 て せる も の に 上 類 し , HeAs Ss の 如き 特殊 の 酸 と AgeS と の 結合 に 
よ つ て 生 ぜ る も の と 認め ら る ゝ に 依る 。 
これ ら は 更に ヵ AgzS Om OMIA KOT その 性 綿 を 異 に し , m の 等 し 
きも の は , (a Sb, As Mis Bi を 置換 する と も よく さく 性質 を 類 し , 且つ 互 に 固 
(SHE 7. UT, 同一 路 物 衝 を 成す を 常 と し , 時 に は それ ら が 更に 同質 二 像 に 
属す る 場合 あり 。 そ れ ら の 主 な る も の 次 の 如 Le 


1) A. Schrauf, Zeits. Kryst., 2 (1878) 245. 


a 及 雑 931C31) 


= 


TERIA Miargyrite group. AgeS - (Sb, As, Bi)oSs %& AAUKO—BE 
第 + 表 


44 | 
zi 


\¢ *# «| m mf mR ® GRD 
AgoS- SbgSs Miargyrite 硫 Br gh ha RSE 


AgoS- AsoSg3 Arsen-miargyrite ( \ T.) Smithite ~z 3 ヌス 3% 
| ee BioSs3 Plenargyrite 5g sai Oe Matildite マ > チ pw ド WE = 


{HL IO) 5 OURS ES AVRIL, Miargyrite BD OHHRMOA, 2 OME 
DSP BRAK China L CB 6, 次 に 漁 ぶ べき 濃 紅 銀 確 に 類 す れ ども 
Bhd 7eik <o 人 工 的 に は AgeS 及び Sb2S。』 の 混合 融 贈 を 冷却 し て も 得 ペ 
¢, AgCl RU H2SbeS4 を Na,COs に 混 UT e HoS が ス 中 に 80~150°C に 
徐 熱 し て も 之 を 得 べ く , Jager, v. Klooster MEIC よれ ば , AF2S—Sb2S3 = 
成分 率 中 3 Ag2S -Sb2S3 と 共に 明らか な る 化合 物 と し て 生じ , 其 融 昧 509*C 
tear & }, AgoS 及び 8AgeS-SbeSg と は それ ぞ ざれ 共 融 闘 係 を 保ち , AgaS: 
Ag。S. Sb。S。 の 共 融 申 は 455°C, AgoS-SbySg : 3Ag。S・Sb。S。 の 共 責 昧 は 
449°C な め 。 HOT, 本 三 物 の 現 出 は 主として 509°C 以下 の 温度 に 限ら れ , 
BED BHA KU CPR OT HP BS EUS SROKA IC ET o 


*TSRWAEA «=Ruly silver ores. 3Ag25- (SD,As,Bi),S3 2% 4 fA O ED 


) 群 な れ ど も ,3AgsS: BigS3 は 未だ 知ら れず , 8 AgeS -SboS3 及び 3 AgeS.” 


As2Ss は それ ぞ れ 同質 二 像 に し て , 六方 卓 系 及び RAR ICBL, 双方 の 
六方 種 は 六方 種 同 志 , RRS RY AT aI C DBAS IS Cb 第 填 一 表 
の 園 式 の 如き る も , NW LBRO AIS lS FON UT, Bilal Jager v. 
Klooster Mi fED Ag2S 一 Sb2Ss what RP ela Pe & NRO ARR 6 
Do WRFRES HES EIR ISA TO AES SMBZER KK 6 UDo 


1) F. M. Jaeger, H. S. v. Klooster, Zeits, anorg. Chem. 78 (1912), 253 


232(82) HR WR OR 


fold BOA SAARI LC, RE OWL L, AW RSSETMIOE Ir 
‘D 
向 に , RAR ts SOND ATT. Jeagen v. Klooster AAZEI: J tule 
第 +t 一 # 


3 Agos: Sb 253 —3 AgoS.(Sb, As)oS3 — 3Ags5S.As2S5 


3 | Ph ia me Vole! silver a 
VALOR = ACR RATT 
単 Bt 上 品 系 i BLAST TA PK —— Xanthoconite 
hi ee 生 eR TER SLE 


5AggS: SbgSs--8Ag。S・As2S。 (L562 BNA L LT ZH SORES 
& OPH LU, 3Ag2S・ Sb2Ss (api 583°C, 3Ag.S: As』Sg は 同 490°C (= UT, 
8Ag,S -SbzS3:34g,8 - AsgS3= 60:40 (分 子 比 〉 の 毛 に 極小 融 虹 473.5°C 
WATS oPEOT, TRUE BAPAC HS TDK LIBS A ¢ ERROR 
WRO GEN UT, BBL AN FEIS AgoS 及び SbCl。 % Nays 水中 に 200°~ 240°C — 
(CWE ad T 3Ag2S.Sb。S。 を 得 , また Ravicz 氏 は AgySO, の 水溶 液 と Sb。S3 
DT vm YE LUTZ MI bo 但し この 際 得 られ た る も の が 
Pyrargyrite に 一 致す る 六方 種 な り , Pyrostilpnite HBS 2 BRE OP 


は 猫 ほ 研究 を 要 す 。 
RGR Stephanite. HIRI Polybasite, SERUM Polyargyrite. 
- 3AgeS-SbeS3 以上 に AgeS に 富 む 化 合 物 は , Jaeger, v. Klooster HED 


"Ag2S 一 Sb2S。 一 成分 率 中 に は 現 は れ ざ れ ど も , KRCORTABECORCA 
Re = ETM G る 
伺 し この うぅ うち Polyargyrite (£2 OMA & < HRRRUE AgzS に 類 し , 或 は 
れ に 少量 に Sb2S』 を 何等 か の 形 に て 含め る に 非 ず や と 帳 は る 。 


1) F. M. Jaeger, H. S. y. Klooster, op. cit. 
2) L. G, Ravicz, Neues Jahrb. f. Min. etc, 1912, CD, 143. 


Ae hk Mm ee 


Stephanite (£2 DAUROBME & 0 LAMES &, Doelter LZ HO AgCl 
と 少量 の Sb20。 &% NayCOz に 混 U, 80°-~150°C MHS か ス 中 に 保つ 
— CRARD Hin & UT L2G, ARIST b= AL SRI US BR BES o 


93333) 


第 填 = RR 
eel i x |e RR] > 破 物 名 
DS Sb 98 gf | Stephanite — pf 4 a 
9(Ag, CuoS-SbyS3 an Rh Polybasite jf wt 銀 Sh) WE 
[an 


| 12 AgoS- SboS3 


Polyargyrite 4% $8 ti Bt Bh OE 


Polyhasite (Rt 
ei 


LBV OH e FU 2 FF 


xt L, E12 EO Sb O—MBid As 


FRE G5 S* lL EBF=EKROMLS 
5S ste = Be 
| it ih | ERK | AR { ed ee | Fe | & $t 
Clear Creek, Cole KGenth oo 9-57| 10-18 0-78 16:70 0.07} 100-00 
Sante Lucia, Mex.|Prior 68-39 5-13) 10-64) 050 15-43) .-+.-- 100-09 
; Qnespisiza, Chile, Bodliinder 67.95 6.06 5.15 3-88 16:37) ++. 100-42 
[Veta Rica, Mex, Dubois 59-22 15-65, =. | 7-96 UT-46| stone 99-89 


: = LOWED OAs 

WGROME b, 2 (SBE 
SiRGiiees Freibergite group. 
sulphosalt ore & LCHIG 2 > WME Gray copper ores, 
(Letrahedrite’) aspAL SABRC Permantite) 1D) Cu 置換 し て 多量 に 


と あり 9 り , その 組成 時 に 


DS OMS & Or TSISRMHIME (Freibergite) Xe OMACERIA CBinnite) 


(SEPOT 4 Ages: 


Cu) 25+ As253 な る 組成 の Pearceite & [AWARE — 
ESOC 
以上 の 外 , Bd S Teiee sae Copper 
BD yop Ss 
RN に 


& BETH 7S 9 0 


Sb2S3 BEA 4 Ag £25: AS2S3 (ix 


«EAP Gtr, BR SHR E UTHO SS. 


L) C. Doelter, Chem, Min., 1890, 152. 


~ 


234084) BAK kB 


Lav b OBIS HE CSE he FR DOTS PERS 2S UC HBR Zk © dela Ze as し 
な が ら , その 組成 極め て 複雑 に し て , Cu の 一 部 を Ag に て 置換 し , As : Sb の 


HIB A ZDAL ST, 常に 多少 の Fe, Zp, Phee RA, 時 に は Hg を 
B ACCIRSROR & 750, HRIGIS Ni, Co, Mn 等 を も る 含み, COAEEN MLS HAD 
8: +> Aes 
tiem i eta a : < Basis 

HE jh ep RR | Cu | Ag | Fe | Zn | Pb | Sb Jas | 8 a, 
Freiberg.CRose) na 31.29| 5:98) 0-99 --- 1 263 [SLIT 98.87) 
a meyko) | 10°80] 25-95) 9-55 aes 8707 0:97]23:37 99-71 
Pranal, france |93:56 19:03| 6:53) 284 ee. 2230 | 24.35| 98 
i CBrior) |30:56| 15:26 3-51] ~~ 0.05 27-73) 28-15| 100-26 
Pe inne 29-99] 12-74) 3-29) 2-49) 0-25 26-42 0:58| 23-71, 99.47 
es | 18781314 10-02) 2.75| 883 22.49) 1.02 22-97, 100.00 
Mollie Gibson, Colo, 55.7 13-65) 0.42) 6-90] 0-80 0-13] 17-18 25.04 99-90 
eine, Gent |30-73 ree 1-42] 2.53) | 17-76] 11-55 ee 100-00) 

i | | 


な ら ず すず, Niggli 氏 の 教科 書 等 ee B= 4 CuS - (Sb, As) 253 を 以 て 代表 せら ) 
る れ ど も , Prior, Spencer — KOM S ld | 

3(Cu,Ag) »S- (Sb, As) 253. m(6(Fe,Zn,Pb,Hg,Co,Ni---)S - (Sb, As)oS5 
な る 複雑 な る 式 を 以 て を 表 は さむ と 試み た れ ど も この 式 も また 必ず し も 
充分 な め と 言 ふ 能 は ず 。 AUN OR CRUE Ue 2 BOI UEC LORS 
べし 。 CRE) 


1) Doelters Handbuch der Mineral Chemie ICR So 


bd ~ 236(85) 


yb 
wb BK 
RMS Rtas 
2105, BY RAR ERBB Macgregor, 
INS 


BARRA O KS: HHRAPIC SC, A 
(XADREA St OBR Te B 長石 中 に , 多く 


DOR & BSE 2 LDU SRE | 
BELL SCE HV, Risk, BABEL | 
RICH Lk 3 場合 に は , MNRAS | 
ANH ES HISD BI IRAE | 


せら れ た る SA BEALE, HERA 
基 中 の 小粒 長石 の み , SES te B FE Hh Ic 
依り て 粒 汰 と な れ ど る も , BES し ば し ば 
Sevemhe DCHEIKLEZTCLSV, c& 
VASA D PRICE Cc, 新鮮 な SAMI 
小高 の 集合 より も 安定 な る た め な り 。 小 
YE (3 MER Ti P BIL ERP I 限 ら 
a, BRAC EH SRI AMY ONT, 
RSEKZRO Dh eS SICA fete 
GR a Tk vk WA 一定 に し て oligoclose anorthite 

NI Cd, FOE RAS EA 
の 大 部 分 ! の も の ヽ HV, hPa 
MARA BEAN IC AS 2480 BT 
Ml HN BITE & YR LD WB & Te ww 
tr B~S(, 52) LEE te UCD HM 
は その 移動 に 佐 り ある 宴 度 の 集結 に 原因 
する も の に し て , COPRS Mg に も 充 
fh L Fe-Mg pmidaeic (1K S BRS la EIS 
"4 Wak D> dt Ao (Mine. Mag. 22, 524~538, 
1931.) [河野 〕 


2106, Papandajan HAWHEORD 
Geilmann, W, Biltz. W. 

Papandajan jE OBE IK ILE DO % DL 
| 灰色 の も の と の 二 種 あり 。 前 者 に は 99-93, 


不純 物 は , HA IST Ut EDR, RIC CHE 
| te MU Ti te WV (CZ. anorg, allgem, Chem. 
197. 422~428. 1931). (pes) 

(207, ARIF SRA PEL K Kunz, 
G, F. 

BRIS Hee b Avie SALK SRBC HB 
ORAS EY PRA 33 + MIC Le, 
iro bMS V L& Oe V C1905 He 
Arkansas, Murfressboro に て は peridotite 
RIL 4 SEY PRBALEYV OREO 
tf Suk BL Indiana, Ohio 川 附近 の 砂 
| 金 探 取 地 に て 散見 せら れ し も ゃ の な リ り &。 こ 
OMCWO RO 種類 を 調査 そる に , ar 
人 ダ 務 方 に 存する 岩石 と 同様 に し て 香水 河 
| 期中, カナ ダ よ りこ の 地方 に 砂金 と 美 に 
運ば れ し も ゃ もの な る を 知れ り 。 (Bull, Geol. 
Soc. Am, 42, 219~220- 1931) Cpe) 
2108, California DEBKSHO Hig 
石 Pabst, A, 

California の 喜 隔 片岩 中 の 栃 稿 石 は そ 
ORD AE 一 様 に し て , 二 た る も る の は 
almandite な る る も, grossularite, pyrope 没 
andradite % 赤 存 す 。 中 等 は Eskola の 所 
ay eclogite-garnet, DELANO % ore) 
他 に , 1 DAPPER A @ TT He A EH Co 
(Am, Min. 16, 327~333. 1931)C 渡 邊 新 〕 
2109, HFAOHOALMMDevitrite 
AS HH 2194 ZSHR 。 

(21, 天然 産 及 人 造 ウ ルト ラマ リン の 結 


22, 後 者 に は 94.02% の 硫黄 分 あり , 主 な る 


に 


rT 


236086) ED 


BBS REORD Jacger, F. M. 

Si 含有 時 と S の 量 を 異 に する 各種 の 人 
EDU bh AY) YORA XBR a BIC 
よく 一 致し ,Italy, Vesuvius 火山 の 外輪 山 
Monte Somma 産 の Nosean we Haiiyne 
OAR X UGG AICP LIV 9 LE 
は a= 三 9.11 へ ~9.13 A な る 体 心 立方 格子 中 
に (NasgAleSieOz4) う "な る 根 を 含み , Zit 
ウル トラ マリ ン 構 造 の 周 定 成分 と 老 へ ら 
れ た り 。 LOM EKRACBS B fuile 
Nosean 及 Matiyne m Awagek ie k VY 
導 か れ , SiO4 及 A1O4 O PU HT PRHEKF KY 
な る 三次 元 的 網目 区 構造 な る とこ と を 知ら 
る 。 湯 位 格子 は 体 心 な る も Nosean に 最 
o WARE SAAR TEL Bb HEY, 
(SO4)” イオン は Nosean AER tf wD fk] RE 
位置 に た 位 し ,2Na イオ ォ オン は 可動 成分 を な 
す と 老 へ ちら れ た り 。 ウ ルト ラマ リン 構造 
中 に あり て は 俗 な 多 バ の 成分 が 可動 性 を 
AF LBr~Hh, 可動 成分 Na イオ ォ ン の 可 
動 性 の 人 壇 め ウル トラ マリ ン 中 の 壇 基 の 置 
換 を な し 得る と 考 へ ちる 。 僧 ウ ルト ラマ 
リン 構造 と , 窒 接 な る REA T S tho 
DR PAIE & % X 線 に て 研究 し た を たり 。 Monte 
Somma j#O atite の Wel BEE Be USB PR 
X MPH Mia SSL A te 2 WHT ESA, 
NagAlg SigOuCle を 含む と と を 知れ り 。 
同様 に し て Cyclopear Isles (Sicily) Em 
Analcime は 1371 A な る 玄 方 還 位 格子 を 
4i UT 16 (NaAlSi208. HHL20) を 含み , 
その 塞 間 辞 は OW な る を 知れ り 。Moute 
Somma 産 の Nepheline x Bit a=9.87A, 
c 一 8.38A な る 六方 単位 格子 より 上 成り 
BEG ALAED WIC 8 NaAlSiO4 を 含み 空 


sd 


RBIS C8 な リ 。 PIEATIFIC KV CY 
ルト ラマ リン に 於 ける 成分 の 置換 と その 
條 件 と を 知る と と を 得 た り 。CBull.Fran . 
Min, Soc., 1930, 53, 183~209,)〔 高 根 〕 
2111, Vesuvianite CanAls (Mg, 
Fe)2SigOs(OH)4 の 結晶 構造 
Warren, B. E., Modell, D. I. 

fi TS & ERA HT と ぶ 線 解析 の 結果 よ 
り , CORRE TE Z FEWER > (EAbSKIt 

ace Fe) Sig OgiCOIl) 4 

EF SEM ETS AM As De hin HA 
Biss て , a==15-63 i Cade 83A に 
し て c/a==0.757, 
の 単位 格子 中 に 上 郭 分 子 の 4 he ev 
と の 研究 の 結果 , Garnet oH RE OI 
ミ , ERE OUT ER LE AP & と の FAIS 
接 な る 開 係 の 存する と と を 知れ り 。 
Vesuvianite HEMP IC c hic Bey te SHEDS 
存在 し て , % ORERMTTIA' 10 A, 2 
MoHias Gamet 中 に も 見 らち られ, と の こと 
と ょ り Vesuvianite (c if Et, る 大 約 の 原 
子犬 位 を 決定 そり 。 (hbk) 面 の 約 :40 に つろ 
き て , そ の 有 反射 濃度 の 精密 な る 測定 を な 
し て 求め た る 『 値 と 計算 億 の ら F と は ょ いく 
一 致 せ り 。 本 機 造 中 に て は "Si207 と 
SiO4 2% OMIREEAEL, COH) イオ ン は 
1Al, 1 Mg, 1 Ca' に 結合 
と Garnet と の 物理 性 の 閉 し き 舌 似 は な と 
Ota hntexs LV, 了解 さ る る な る さ べし 。 
(Z. X. 78, 422~432, 1931) 〔 高 根 う 
2112, Analcime D#ERMSEICHET 1. 
Kistner, F, 

COOL) に 垂直 及 109 KH te BH AIC 
XPRERVC I= Bet, ee 


AIRS DG, I LCS. 


x 3 Vesuvianite 


A ts A 


i 


鉄 237037) 


Weitzenberg の XX 線 了 = オメ ーー= 法 に 
KYU CX PRA ET, 2 KY HE AEE OD 
解析 を 試み た り 。 巣 位 格 子 の 大 さ 及 その 
中 に 存在 する 分 子 敷 等 に 隔 し て は BI 
Gruner DRRE SLO L—7 Vo WS 
(a=13.64 A, NaAlSig0, H20» 16777, 
FELRE OW > ASHAAIC CISC APT RER 
BAF GUA IC BAS 3 ime tet VD X Ho 
EAE K VILE O}) が 最も 可能 と 
720 Hi EAPAT IC RF ALA & Make Bie 
(LOLS > LAWS ate + 
と が よく て 一致 を ざる を 知れ り 。 され ば 本 
HHO ROW O1)o FRE REIC BS 
する 者 の 中 正方 唱 系 の 者 な らん と 考 へ >, 
之 等 に 原子 を 列 せ し む る 方 法 を 吟味 せ 
ざる さ べから ず , 之 に 開 し て は 後 報 を 期 す 

& CZ. X..77, 353~380, 1931 う [高根 〕 
2113, Analcime の 結晶 箕 造 の 決定 
Hartwig, W. 

(100) OD) Y Dame Ah LR 4 箇 の 
IAC its Fg DR i © pA ih Sh LIC 
LY CHipa HEED MET EAA Yo RIK 
—HEIC MIR & Hee SD Zeolith DIK o fii 
He A NAD BARD ER KE YR 
めん と し た る る 濃度 が 一 般 に 減少 する の 
PICT 結 品 上 の 差異 を 認 む る 能 は ず , L 
Ag を H2O と 置換 し て 行 は ん と せる る も 
BAT EV So LARS SMO RAS 
MW) し て , BRE 求め , その BALEF ik 
a=13-684+0-02) A の 体 心 立方 格子 に し 
て , NaAlSi。08. H,0 の 16 分 子 を 含み , 
X 線 反 射 の 條 件 より OP ZEAVREIC BS 3 
と と を 知れ り 。 MUG BAVIC THE SL 
COVMF Hf, 2 RD ke SIC MA BA He 


SHARE FEO REIS FV SO SHIA 
DROME D ¢ OP oF MARR 
の 立方 品 系 以外 の も の な らん と 昔 へ >~ り 。 
CZ. X.78, 173~207- 1931 う (高根 〕 : 
2114, RBORRBIS Buor, L. J. 
ARH th HEE & PGES SICHV, その 
WHET ES 375, Hi BRS Lb OBA 
77 =i, MERRURERICT 
る 性 質 を 研究 し て ,; 2aS HSE MR AHR 
CBF STL HED V_(100),0010), 
(001), (101). C0113, (1109, C111) Bo 
JB) YD FURS ith UD AR IC ESE LUC 
CDRA ILT 7 -<—heF In LY 
な り , a=8.84 A, b=5.60 A, c=10-10A 
@-—115°23’, Klinozoisit で は a—8-84A, 
b=560A, C=10-11A, (f=115°24Y a= 
8-85A, b-=5-60A,c-=10-12A,(B=115°30’) 
に し て , と の 洛 位 格子 中 に CSiO4〕3.Als, 
(AL Fe) OH. Cag の 二分 子 を 含み その 
空間 葬 は C な る と と を 確 め た り , 原 子 
UMC BA LC a RAREST と CZ. X. 78; 
386, 1931) CHE) 
2112, Arkansas jl] Magnet Cove 
EEVRMOXEDE Landes, K, K, 
Magnet Cove は Ouachita Mt の 南西 な 
る central Arkansas (c (EL, HABER 
LIKE 15000 MU, 和 僧 地 の 南部 に は 火 
AE IC BEE Ls BILOBA IL, ARM 
り 成 り , KROGH Uo 最も 注意 すべ 
S(O AMOMA AIK 4 IKE 
な り リ 。 火成岩 は ARMA RAL, Aa 
PRISER EY BEA 岩間 な らち ん, 火成岩 は 
ijolite, shonkinite, foyaite, monchiquite, 


tinguaite を 含み , — 般 に 石英 な く , MBE 


258C38) yb 

FROG Ee ED WAIL EBD (7 
RDVICBVEMT 9 Bic Mise & Ht 
WZ & igneous mineral, contact metam- 
orphic mineral 及び secondary mineral |< 
分 類 し , BRD & sa L> 更に 石灰 岩 の 
RA LRU 0. CAm. Min, 16, 313~ 
326, 1931) RAD 


BASRKUE 


2116, 3c FERS IT Vogt, J. HL. 
Mikroklin #7 {Ef © 20 の 異な れる 
ABA HK VY ABET 21-5~28-5% に し 
て Oligoklas 4c EVA ik 82~38% の 
AK Mo BRET LAS, 結論 と し て , 
Pegmatite Dae ERA Alt H2O, COgic 
BSS aS PIS Y) CHAMAOT KE 
石英 間 の “Individualisierungskurve’? に 
WO TKR SOY) LRT VY (Kel 
N, V. S. Forh. 1, 67, 1928) (河野 
2117, HRS hORES Thomas, 
H. H., Smith W. C. 

hfs] Tregastel opi pas BL oth 
Bats Sc eLCxriUCHZrsmMe 
HEEMAOKEM SV. HEROIC 
KRABI HLAST SOL SHeE.EAM 
(2H Basic Segregation と し て 呼ば る 
SR OKMBT 0%, MARERA 
CBE 5 TER] — MEAP © HE PE @ 
現 あ り , そ の 最 ゃ 基 性 な る 部 分 は FAS 
EERE ATS A IC LCE RA O ACH IC 
F 3 LER IED WIC, 種々 の RRO 
hibrid 岩 を 生 ぜ り 。 BZD BEA Om 
4 OAS LICH BC HL OHELE L 
分 は i rid Bic hs x (MO Leh ee 


$k 


1D BRERA EAS CHER Ke STEP A CEE 
LES & DS Mi Lo MC AHH A id basic 
segregation DYE RT RE MARGF 
LC BU FEARPE A ICEL 3 Hi BiG Ze Yo 
(Phil. Mag., 12, 199~200, 1931) (加藤 〕 
2118, @ehOmes Day, T. C 
BAB Traprain Law th ic # 
SES 3A ORAGIC IA THE 6 RRO 
INO Bae We AE 
岩 は 水 成 岩 に 起因 する も % ゃ の に し て 頁岩 及 
URE EU IKS. ZO AAAMRBARIC 
焼 か れ た り 。 化 移 分 析 の 結果 に ょ れ ば 頁 
AD PEMD (dR EE ICE LC tee 
る を 見 れ ど る も , MHCBAOBHIK, Me 
PAWEL RRA ER TH KV PAO A — 
は 殆ど 受け ざる も の の 如 し 。 (Trans. Ed 


| G. S., 12, 252~255, 1930) ChE) 


2119, BAREOME CMRABORR 
Bit Wrigley, R. W. 

Edinburg h, Calton Hill jc に て は 1837 年 
J. Forbes の 指導 の 下 に lb FAA Off 
の 深き に 於 ける 温度 測定 を PALA L, FFE 
ICM EMT EY AAO MEE RMAF 
る も の は WREVTS KGAL, 地下 ょ よ 
りす る 地球 内 部 の 熱 な り と し 太陽熱 の 
影響 を 除 か ん が た め , BRM (dL PRR 
KRY % Dik] DF SAUL AS FOE L ( te B v8 
I WERE Db, その 各 群 に つき で 地 
下 岩 石 の 温度 の 鐵 化 を 検 せ る に , 1856 年 
頃 最 高 に 達し 1892 年 まで は 次 第 に 降下 
Ls その 後 現在 まで は 除き 々 に EFL LON 
あり 。 今 と の 匂 化 の 有 様 を 各種 天体 の 緯 
ESML © Ate & HARD SIC, 甚だ 相似 た 
る も の に し て , FO HERES (EWE DAP 


5 


oe 239¢39) 


FEO (HE WH e CRI LHD SL RO 
な り 。 WWERPIEIC hg の BME BU, x 
OMSHRICK S Hk So~{, 地下 BAO 
ELBE ME & APRA ESI & DIR] O7BAT PE 

る は 期待 し じ 得 べき 所 な らん か 。 (Proc. 
Roy. Soc. Edin, 50, 153~165, 1929) 
CUE 
2120, 粘 板 岩 の X 線 分 析 Anderson, 
H. V., Chesley, K. G, 

産地 を 異 に た せる 7 MORACA & MAE 
に ょ り X 線 分 析 を 行 ひ , 同 時 に HCA 
に 含ま れ た る MMI MCL RRL, そ 
EOL MTR ANE Yo RAHA 
WAKRD as IV viic tl oma 
a nena 
究 の 結果 に ょ れ ば 著 量 の BAKO, ¥ 
FARE US BS at 
像 ょ より 知 られ も たり 。 HARI HAA IK i 
KD ee VM cary v, AlgO3.2SiO2. 
2H2O ah U-CRERA, AlgO3, SiO2 
を 生 ぜ し も ゃ の な る べし 。 猫 ほな , Hitkao 
pinhole pattern の 殻 験 より 構造 の 差異 と 
FLF OKA OBWERAEV. MBPT 
LBRO File PAF Y. (Am. Jour, 


- Sei.,?22, 108~112,)193 LD CHARI 


2121, Calton Hill DSHiEEOKE 
$46 Whipple, F. J. W. 
Wrigley £( pi sq2888 iz Calton Hill 


ic SAWP AE OME © WERE HE 


DFA AY it EM MRO te Dir bb tr kw S A 
PLD BI OK SATE 2s AIC HAF LS 
Sm WERET EE SCL RUT 


+ Se PERL SAE UT S UMBE DEG & 


き 得 た り と 考 へ た る も , か ふる 操作 を 以 


CUCILEA RAED EME OD BH KY 
受 く る 影響 を 検出 せる と と な る ご さく, 
従 つ て 他 の 議論 も , WT LES Mite Vo 
(Proc, Roy, Soc, Edin. 51, 19~26, 1931) 
C 渡 邊 新 〕 
2122, カリ ホル ニア 川 Los Angeles 
County O$i43 Miller, W. J. 
SEs lt Los Angeles County の San 


| Gabriel Mountain (c #32 Lf = 18 mile 


i 8 mile に DV CH= Hac RBS bt, 


| 4 OPUGIC LENO AMD Vc, 
| <OAIC BE 3 Nike RBA NRE 
| (ATER ICS Bo CORBIS 


%O NEA CEC PPE A) ROA, 早 
雲母, WMO, ALE, BRAD RAE £ 
リ 成り その 色 は 白色 及び 青 灰 色 な り 。 こ と 
の BASIE 1S 1 POE HE 2 EMILE AR UB 
MORIA AMS Vo PRALMORA 
MAOKIC LC PPE LIS REN eV LT 
BLE AHH Ae 3 ASE EE a 
K LCC ORR FYI L Chi~ 
OAK EY Abt SBA ASE I HELA 

YSZNKSZCBMEEUE VS HORM 
RAH SGA YL WRC 5 RRM D 
te RIC eH lk Adirondack Mountains, 
Pigeon Point, Raniganji, Laramie Moun- 


tains, 及び San Gabiel Mountain に 於 ける 


| RBH © WA & LEE LB a aitgabbroid 


magma k Y Ee SAIC Ta Bowen, 
Black, Cushing, Grout, Chatterjee, Fowler 
及 著 者 は 一 致す る も, 不一致 の Mid HE 
BIBS SOM ERA © PAIK B 
) 。 Bowen, Black 及び Grout (at fe hea it 


gabl. roid Magmam &{ A JA Ic Bak & 0 BS 


290¢40) ys 


$k 


at &Shk~% Bic, Cushing, Chatterjee, 
Fowler eis #4 (2 JE RPA IL RED IC JRIC し 
CT HORAR VL OME. CJ. 
Geol. 39, 331~344, 1931) C#RA) 

2123, BURBERBA AM2105 2h 
2124, Magnet Cove O#EAGi#H 7K 
HH 2115 2388 

2126, BBs DAVMORRO SBA 
研究 Pettijohn, F. J. 


ミシガン 湖岸 に 溢 ふ Illinois, Indiana 


及 southwestern Michigan の 地域 より 15 | 


種 の 濡 砂 を 探 集 し 岩石 學 的 に 研究 せる 論 
KIC LC, 湖 の 南端 に ある 東岸 と pape” 
の 砂 は 石 理 成分 を 異 に し ニ っ の 型 を 示し 
丈 に 西岸 の も の は 北 ょ り 南 へ 進む た つれ 
閉 し き 獲 化 を 示す 。 叉 砂 の 大 さ に K 開 し , 
KM DBA BAKA PAL5S9-4—78. 2%, 
大 き 1/2 一 1/4 mm, REA ( Fria1/4— 
1/8 mm, 2 Z IC PH fll ORD IABAA 50-73 
Yr KF 1/4—1/8 mm, KH % ois 1/2—- 
1/4mm に し て , PMD wc APNE ROH 
LOPE ZA, 砂粒 の 大 さき 小 な り , 炊 に 
酸 に 溶解 性 の 炭酸 壊 量 は 雨 者 に 於 て 異 り 
PRMD % Ok PIBMRIL’ 多く , 東側 の 
OLD RAL GARRICK cc 南方 に 
向 ひ 炭酸 協 量 を 減じ Indiana pec See 
る 時 充 ゃ 少 し 。 RIC RM O HD AAP 
PEERS Hh I FARE Lc 8 CPL > BhIC “Cia 
BMC BME: 3% ULRO RO MBB 2 
HEC ME So Ti UCMBA LHP AY 
(CREME & 研究 そる に , HAS 西岸 
の 北 ょ り 南 先着 し くそ の 潮 を 減じ , 東岸 
(CST BIR, BNA, RU RRA IX D 
SAC RLHEIC LCN SEIC DU RIC PST HD 


Paw IC HE te (du THC, RIC ~ Miller, 


| Indiana に 於 て その 量 を 増す 。 ヂ デル コン , 


SRA A(t k & HR ANS RE Be 
岸 に あり 南方 へ 減じ 雌 減 少 は leucoxene 
BU Hh DBM Yr ASHIK HY Me B IK KS o 
(J. Geol. 39, 432~455, 1931) CHAD 
9126, Fateh Tolman, C. 
AAO Operation に 開 す る 流行 の 
CIS FE (EI Be Bee EY RIC BK 
起源 の 石英 脈 に 至る 石英 増加 は 想像 し 得 
ら る , 然 れ ど も ある 場所 た に た 於 て は , 少 く と 
% 右 英 に 富める 石英 岩 脈 と 信 ぜ ら る さ べき 
も の あり , 火 成 娠 より 石英 脈 , 及び 石英 岩 
DR PORRERAGRIL, HAY @ fee 別 を 非常 に 
困難 な らち Lito PIAS @ Pl OD Fe DIC (AHH 
Pais 特徴 付 ける も ゃ の な り , 例 へ ば 
Perthite の 石英 塊 忠 に 存在 せる と と は と 
の も の ぇ ょ ゝ 火 成 起 源 な る を 示せ り , 双 empl- 
accment OES % IRAN ATIC LC AEE 
は 小 規模 に laccolith myIC HAR ZL 
HV, URE 完全 に 周 結 を ざる BoC 
BAT EYGRLSV, BRICK 依り 行 は 
We SAKA > iS te Sd BCRP IC 
REWMOMA LOTS Sher 3B 
な し 。 CAm. Min. 16, 278~297, 1931) 
C 河 野 〕 
2127, HAMO “ White trap” Day, 
iG 

APSE IC HS CHM White trap と し て 
KG SS AAARIR ABH & OPEB IC £ 
Y C/E 2% Picrite, dolerite BER O 
BAe SLO, RSH L VG 
(RBERRLZEOPOAT OLB 
DE & Blekte B dolerite & tes Le 


«ad 


- i J 


SED BAIT HET FER YQ White trap 
> PAAR 1S Bi) ZEB Pe (Ca Ek t SEBO 


SLICK ED BMI & CORRES | 


保有 すれ どる も , MER © 高 陵 十 
及び 寺 酸 を 置換 する に 至り て 全く 原形 を 


194, 1930 う C 加 散 〕 
2128, 火山 居 品 に 伴 ふ 隆 雨 Finch, R. IH. 
主として Kilauea に 誰 け る 資料 を 以 て 
HOM SAU, MAT SX CORE 
MT FPS % DICKIES 9 HRBWED Zip 
DEE & WEG E D fA IC 1S SI OBA ea 
Fo MEW FU MY SKBROD 
Che tricia, KO EY OREO kA 


OW BLAS < OBERTTEIC UC Hee To KO | 


下水 が 火口 に JAD BRRLC MER SE 
BS SHEL, 地下 水 の 流動 速度 を 論外 に 
大 な る も の と せ を せ ざる さか ら ず 。 爆 普 に 件 
3D TE D PENI (LWA 2 SAK AERO WEE IC 
SLT S %,76CO 降雨 の 主たる 原因 は 
宰 舞 中 の 水分 た 因 る も の な る べし 。(Am. 
J. Sci, 19; 147~150- 1930) (e337) 


& hh kK B 


2129, PRAR KIBO Sie IT 
Fréise, F. W. 

FFF OBER IC ET BRE L 
MES 1% SBA BE EB BIC 
(a DRE EE BAL SC RTS b SSE 
RSV Cc, SHILLER MBH O WLI 
床 に 就 て 経験 し, 一般に RESEDA © の 思春 
せら る 理論 と 守 湯 と を 述べ た る も の に 
LC, HURL? birk oGli, Oe 
比較 し で て 色 , Hh, 表面, 大 さき 等 の 物理 性 


普 び に 水銀 , HEIN 3 ERE 2s 
全く 異な る ゃ の に し て ( 表 路 すう 一 般 に 新 
らし き 爺 は 水銀 に は 著しく 深 解 し 難 き ゃ 


Re tre Ake aE ea 
| SPARC RUS SL OwV 6 
Fes WC Bir V (Trans, Ed. G,S.,12,189~ | 


FE se (dA US RB 8 DBE Ge CHE 
He bSZ.{. OIC LC, wea Ky 


| COs の 52% 液 の 温度 35~45°C の も の に 


CHEN EIBAS 6B ORV, aR yp 
暗色 の も の は 0-22~035%, 福 色 の も の 
は 2.85~3.5% の Fes20s を 有 1 し , C205 
Hyke £SKDOLOOM Lo COME 
DBAMOWN: 0 Baik ee 高 水 
HE KY MRICS 6% OHA 
分 解 に より て 生ずる 有機 酸 を 含む 水浴 液 
に 依る も の と 考 へ ちる 。 LEVEES OB 
(CBee kU 人工 前 に 作り し 有機 酸 を 
AOCED RHE e MER LICH ARO M 
き 結 果 を 得 た り ( 表 路 す う 。 UWA ROWMR 
kU ROM Me eV CH) 時 間 が 充分 
あり て , 酸素 の な き 場 合 に は BIL HY T 
Pi Te S SRA IC LAIRT oC QAM AE 
SD te KET PRY ONE A HSB & RAT 


| する と と を 得 。 <3) BOK S He 


tI > Ge o> YRWERE & EBA IE し 。 (Econ. 
Geol., 26, 421~431, 1931) (1p apy 
2130, FRAWAWWISRET “HARGLIE. 

BK RE ME HG EGR KAT AT IS 
あり て , ARENMS LAR Hise & OF 
FR HWE oS LABS AY HDR CLS th & © Be 
CRY EES 9 PRL WH © NI & Aa 
L BEARD DN Py RIAL DS FE Es IC BRC lt 
2 Y CUA, 38, 490~494, 1981) CP BF 
2131, Newfoundland, Buchans の 


94942) 抄 


oh 


HET HE BE ©=Newhouse, W, HT. 

RAIL L UCHR BRU rhyolite 
porphyry &28{U LC AE Ue SURO Bett 
Bite Yo BA IBCRBUIKIC UCH EL 
TINTS DR, SD TO, SEA, 及び 
MEO MAME LV U, CHEE REL て 
HA, AER RAE OWA DS YV oF 
RAGE IC CBE S S ICDA EE ah Fis 
FES PIONS AL Ly ICRC RE, ai 
$y, concentric mass OHNO, DESDE, 
FAB MIM © |W NS o 

PEAS Wid & LC LPG TLE A 


HERRINTEIL co ellite Fz HET > ACH 


の 成因 を 考 ふ る に , BIL WY Bc rhyolite 
porphyry DEA Hives ic fracturing の 後に 
形成 そら れ た る も の に し て , HHKls こと の 
rhyolite poophyry と 同一 の 源 た る 
magma より 来 た る も の に し て , rhyolite 
porphyry OMA EY CHE UK S frac- 
CHOC _ EAL S mesothrrmal 

typ? OBA Y 9 Wixi CMM te d 
HARE BY SB AS HEAR AY concent- 
rated solution に 依 て 形成 せら れ し た め 
に し て , 例 へ ば metallic sulphide gsalkaline 


granite 


ture 


sulphide の た め に 生ずる colloidal 
pension の 如き も の と 考 ふ る と と を 得 さ 
Lo X concentric structure % Bu Zima 
DRO EXEL, DER O —*Kzs colloidal state 
0 LHe MT OD LRI~L_ (Econ, 
Geol., 26, 399~414, 1931-)(rp BF) 
2132, BREBABT Sa 7 Z2OO 
MRRABSBICRET IK MEK 

AP* VIRD OFS sh & Y Hr Sw 
ERE OPN ART Shae の 小 な 


sus- 


Bt D(X a2 & pk aR & O RMAC fa 
別 せ られ , WEI EK & DHT LF SIC, RF 
Plo 


潤 桃 色 部 | 墨色 部 
BA 
< | | 

SiO。 | 993 9-93 | 10-56 | 10-56 
AlzOg | 221°} 2:21] 5-09 |: 5-09 
FegOs | 2:24 | 2-24 || 28-69 | 28-69 
MnO |43.22 46-47 || 39-57 | 42.54 
caO BAL | 5-41 | 217°) 217} 
‘MgO 3-09 | 3.09 | 1-75 | 1:75 
COg 1819 1819 | 428 4-28 | 
SOs | 676 676 | 5-01 5-01 
BaO 657 6-57 | 0-65 | 0-65 
Total | 97-62 2 | 100. 87] 97° TB 110072 


上 記 の 分 析 結 果 及 び 肉 眼前 或 は 題 役 鏡 
前 缶 察 等 ょ より, 著者 は 演 桃 色 部 を 形成 を 
る は rhodochrosite (MnCO 3s) う に し て , Z 
が 雌 化 分 解 し て 鐵 分 を 多量 に 含め る 黒色 
部 を 形成 せる も の な る さ べし ょ 論じ, Re 
ZEOWAD MA BB, WS id ME 
DAR "PCa Heo ARO WS Se Ok 
eTkime Vo CORP 60, 1~8, 昭 
6) CREF) 

2133, BRBROMBM Draper, M. D. 

IBD BEM D 90% 1s BHA O HMO 
fij 8 CKotchiu) 地方 より 産出 せら る 。 fii 
FEIT WHR 5-640 IRD weIc YC, HB 
PRL 2. SIEM tee ee L APRA & と の 
HAN ICD Vo BRUNER D ( 1400 spe 
LU PPLE ZL. OO IN, Bois WH 
RAW L2 SR KIMI LC WHEL oO 
鉛 , REL LL, RRZICROCH 
BERKS SIC EY 1925 年 以降 4 年 
FAD Powe PEA ILA 9,844, 7,253, 


ee. 
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6,802, 7,630 BEM ts Vo BEDE D RA 12) 
> IC AE hd 4 O ELA IC AR Te UT» PRE BEB, 
銅 , Sh, MRE Sb _LINKAAPCA RO 
Slut Je ME ICY OCU BOY ¢ 
(Min. Met., 178~186 242~247, 1931) 
CHEF) 

2133, 夏 梅 ニ ツ ケル 硫 の 母 岩 及 人 金属 硫 物 

こ 就 て PBK. MRR. 

ORAL LAR BES Se eR 
物 と により て 大 別 し , A) KRAKEA, 
(2) HARA MBER A, (3) RR CR A 
(4) FE GH AD (5) Bh fs Hd a © Th. 
種 と な し , 夫 々 の HAW O KAW FR 
thd, SAMwt Cima rr Bi 
A= 7 7 DK, BELEN, BORER, 黄銅 
PA, FOND, PARSE, Bie LAUR, BENT, 
7a BM, = 7 7 HEE BS, ED 
PEM, VERA RB bith MES & ARK L 叉 之 等 
BWORA EV te B BIRO WEAK 組織 等 
に 就 て 述べ , 最後 に BRO 成因 を 論じ 
て , RE DI AIEAME IC KY CRETE, BEBE 
08, 7m 2 GAPE, WHR V7 REO KA 
を 考 へ , RCHICV L EAM KBD 
DICH WOK IM LE Sb Ore V 
Lye CA AMA 47, 761~771. 1931) 
Cr BF) 


A ih BG Tk 


9135, AIMDBEICHT Rich, J. 1. 
PH IC SCHL AE DPB kV AS. SICA 
THis BIH E BHR SL OR SAWS 
BRI Vo Fimo RW H RH HME M 
Uo WA REO LAI k O CIE IK 
少 す る も の に し て , 同様 な る WARIS 水 に 


於 て も 認め ちる ゝ 事 賞 な り 。 病 し て 地下 
の 高 礎 及 温度 の 上 昇 に 於 て 石油 は 容易 に 
BO LIESL. O72 Vo Biko AM 
PILE OBI Z’OKS LF UT 」 
AVS SF CYC L ACY» Ah に 移動 
し 答 ざ る 環境 に あり た る も の な り 。| Ah 
OBL’ UCSB OMS HUH 
(ti, FULL GML BSROL se 
bdo BRE RD Wee is Ako 
LFGIK i > CALGND TT & HES EA 
Fil OM LE SED & O te 9B, 
Am, A. Petrl. Ceol, 15, 911~924, 1931) 
“CARD 5 | 
9136, Richland #EARTAS Cordon, D. - 
eS pe Asx Lousiana odAb ylic BH GL 
wa bake oH 2 ORM Yo MUL KE 
RACHROALUKS AA Beep 
CAS SOIC LTC, HR 2,820 ~ 
2,500’, 面積 は 75 BA WEIC RE 5 fer BT 
(£39 OBA K Fhe 2 Lower Glen 
Rose 層 中 に も 存する も の な り 。 KU geo 
上 部 な る Midway clay 亡 の 構造 は 南北 
に 延び た る 人 不 規 賜 の dome tc LC AEP 
(LEE VARCHAR He V-C Moroe field に 連 統 
する も の な り リ 。 BIR 2,300 Mic WC 
casing を 止め 2,450′ 所 疫 井 を な す も ゃ も の 
TU, CORE FAM KE RES 
る 性 質 に よる も の に し て , BIH 1.125 
pounds DEK WOX Lic c tubing を 完 
結 す る も の な り 。 今年 1 月 1 日 の 産 額 は 
194 井 に て 141,000,000,000 cub. ft な り 。 
CB. Am, A. Petrl. Geol., 15, 939~952, 


193.078 J 


2135, Venezuela 油田 水 Smith, J. E. 


24444) om 


KO ay hibit Lou 
係 に 就 い て は 多 { DELB ICR Cikime 5 
る ゝ 前 な り 。 本 報 婦 に 於 て は 水 の 分 類 を | 
論ずる も の に あら ず 単 に Venezuela yh HY 
、 水 500 の 分 析 結 果 よ り 得 た る 興味 ある 事 
赴 を 述 ぶ る も の な り 。 即ち 油田 水 た チ フ 
テン 酸 の 存在 に し て , 共存 在 は 水 と 石油 
と の 接 層 時 間 の 永き 事 を 意味 する も の に 
LC, 直接 油田 水 の ア ルカ ヵ カリ 度 に 比例 す 
る も の な り 。 Maracaibo basin の 油田 水 は 
sulphate carLonate ratio で 人 分類 を な し 得 
WT, HK type は 一 般 に 層 位 的 開 係 を 
有する も の な り 。CB. Am. A. Petrl. Geol., 
15, 895~909, 1931)C AAR) 
2138, 石油 と 油田 水 と の 異 然 な る 簿 在 
Maxwell, R. G., 


Refugio 3 沿 田 は Texas の Gulf Coastal 
Plain の 西南 方 に 位 し , 1919 spice 
られ た る も の な り 。 党 油田 の 油田 水 は 普 
A> EEE t Rte 0 ARR OLF 
に 存 す 。 と の 油田 水 の 異 駄 な る 存在 は 泥 
土 , HA RAM ORE IC KY CHIC 分 離 
せら る レン ズ 其 砂層 の 互層 に 基 因 する 
る ゃ の な り 。 同様 な る 油田 水 の 存 在 は Gulf 
Coast 油田 に 於 て 推定 せら る ト 産 稀 に 
し て , Gulf Coast 油田 に 於 て も 堆積 岸 の 
JERUKIE & ABU & © BARS TEAMIC HB | 
AS ZWES Y .CB, Am. A. Petrl. Geol 
15, 953~964, 1931)C AAD 
2139, HRA Ye — KY 

AMA GICs 4 AhboRRBRURG 
の 集 鉄 に し て , FO HAMRGRO Ul L oft 
順 真 岩 は 不 均 百分比 に 於 て 灰分 77:80 に 
Wis lL, TOBHKR ZITICLT, こと の 


| に は 殆 ん ど 絶 無 に し て 他 種 に 多 


MSH AO Sy 1 反比例 し ; 注 出 油 
は 平均 5-66, HEE RA Te) 17-28, SEH Ie) 
じ く 043 OW FlkEM L, 何れ る ゃ 頁岩 の 
含 油分 に 正 上 比例 し て 増減 を 示し , 水分 は 
735-39 な る も その 増減 は 含 油分 HA 
係 な し 。 オオ イル: シェ ー ル は , EOBIUD 
の 多少 に より ,( イ ) 最 富 , (nm う 中 富 , て へ ) 
ROKK 分 ち GMC, carpets 
BX, 4 Ik 
硫化 鐵 の 風化 に た にょ る 硫酸 鐵 等 の ェ フ ョ レ 
ッ セ ンス の 著 し き を 特徴 と す 。 居 位 的 に 
は 線 色 頁岩 直下 に 接する 頁岩 上 層 は 常に 


RIC LC, ARR IC LEE TSO BP 


LMA At Se RHEL, TOP 
BARR BO Ak URS. BRYA 
WERKT 3% Old, NE, WA, 
脂 , 及び キュ ー チ ン に し て , TREES 
debi Ss, UC 腐植 物 と BA 
LY KY, 何れ も 撫順 石炭 又は カバ リ に 
含有 を ら る ゝ も の と 同性 質 に 属す 。 

撫順 頁岩 は 淡水 堆積 LC, BROT 
イル シェ ミー た ん の BARREL 周期 的 堆積 
構造 を 示す も の な り 。 CJour. Fac. Sci. 
Hokkaido Imp. Univ. S, IV, I, 113~205) 
CAA 


ee A 
140 粘土 耐火 物 の 高温 に 於 ける 流動 習 


| Partridge, J. H., Adams, G, F. 


a GLH AAO Hk ARR 
creep test® 4¢~U . BHR ia top ML YAEL 
WARE OR] ORE Ri S MERIC LC, 


RY) 2 2R07 CHT 8 IRIS PRI BS a 


THRE ODF LBV 9 % ORRIC 


| 945(45) 


XIE SEL A Dy asFEMe AHA: OY 
SRA ARO ROME LL TRE 
長 時 間 の creep test (cc (aH CHE 
Ait Batik tr) 6 BE HHA at 
800°C fin & HEAP YER VALE ICSC OPE | 
PIC CLERIC HEB 3% OD VM 
%» SE BOHIA dR RB Ic に 座 て は ょ よく 原 
形 を 保つ 。 一 般 に シャ モッ トム の 混合 は 粘 
圭 面 火 物 の PSH BRE RISD 
YVED b ICIS Te ORE te Y oCJour. 
Soc, Glass Tech., 15, 190~203, 1931) 
CHAR) 
2141, MARROSRR 
AVA TTT 0 

YVEY + JA HA, Zo Ka kk マ 
FRY VRAD Bid XU RE © Fe BAL 
Fe EWE Yo IALPRAKGARY & pian 1 oe HE 
Ps & BERR LC UE © SEE, BBP QB 
IMA 2 PRRBIC EY REMMI E & WE 
LCi & FB  . PRO ILS 
MACHER IS ALC 10009C 以内 に 於 て は 
ENR HH SS, TO ARE 
ISPS CUS ARBAIC RHEE PHT ik 
Be fe) CPR AIC BES o AMICI BAG | 
は 次 の 如 Lo | 


田所 芳 秋 。 


Saas | ohm/cm3 
7 ao ~ 2 EIIL550°C) 7.0 | 
| カー ボラ ング ダム PKI|1600_ | 11-0 | 
アテ ランダム 灯 丸 1550 | 15-1 | 
<r RY vb L660 | 16.0 
vy ve? bPEK1600 | 60-0 
5 HH R160 | 1080 


CHER MAE, 118. 273~286, WB 6) GAC) 
2192, RAE A RSV. 


Were, ; 
MVE IL, 同局 の 報告 に あり と 。 


純金 局 の 物理 性 を 研究 す る 場合 に 域 志 


より 不純 物 の 混入 を 避け ざる さか ら ず , 
従 て 特種 酸化 物 を 以 て 作れ る 土 場 を 要 す 
叉 近年 電 無 嬉 に 於 て は 20009C BK SHEA 
以上 の 温度 は 容易 に 得 ら る ゝ に 至り て 基 
履 要 一 層 適 れ り 。 販 目 的 に は ジル コン シン , 


(Ho, hI A, SD a OWA 


BIC LC, 2200°C まで 燈 融 に 使用 し じ 得 。- 
OA © eR BAW AE D Fe 2K |S] Bureau 
of Standard jc JA-c eR bY ッ ム 酸化 物 
を 以 て 製 し た る WE INO, 燈 融 凝固 を 


| 150 回 以上 行 ひ た り し が , 人 金属 の 注 洩 或 ~ 


(LEY © Ab REC BME & LEY & 5 8000°C 
YE ORBEA ST Sb YY ator 
(Jour. 
Frank, Inst,, 212, 115~116, 1931034 4x) 
2143, NazO-SiO,-Si0s RBFOLE 
= Wink, F., Turner, W. D. S. 

PGA RAE (SL DE Bh re SE AES ^ 
BENNIC TS CARL CL SROIKLT 
TBA ATIC KALIL BAA Ete Lo BE 
PR 51-15 ~91-6926 fifo 51 SURFIC REC, AB 
子 粒 と し て 比重 を 測定 せり 。 或 合金 の 成 
Fy Ne AS AH EF LEI HSS SD BC RBS 
を 存する と と を 知 LHESEVYCARMH 


| 子 に は 諸 化 合 物 を 生ずる を 以 て 同様 の 事 
| le pee し も , か StL BIL, ELH 
曲線 を 示せ り 。 Fic kh area 91-6~65 - 


2%Si05 間 に 於 て は 殆 ん ど 直 線 を な し 65_ 


| A O1Z6Si0 oA MATH Lo © BCH 


EMS SIEM ATO Pig EIR FY 
(Jour, Soc. Glass Tech, 15, 185~190, 
1931) GARD 

9144, AiR Devitrite (Na2O. 

3CaO.6SiO2 )Morey, G. W. Bawen, N, L 


7 


ies 


N\ 


24646) EL 


IC HK it =| /KFFR NogO-CaO-SiO, 
& REY S AFR SLY Lt ag Nao. 
3Ca0. 6SIOg HATO MR it + Oe 
PARE 論議 する 場合 に 重要 と な リ た 


SRV CHM SHMOM RIGA SRE | 


Yo 今回 原 閉 者 に より Devitrite "な る 名 
稀 が 提出 そら れ た り , BL Uta ae 
《 ORB FOB SEA PRA TS) @ IRIEL E TA | 
UM ANAL E LCOS SARL YR Ze 
b fir 4 LES ~ LCGlass. Ind, 12, 133, 
1931) Cat 
2145, PoPxvikthtOMeBwit 
Ginsberg. A., Nikogossiap, Chr, 
著者 等 の Wie 供し た る PPA HA: ia 
Wherry の = f&la]#2_ v Halloysite, 
Newtonite 及 Allophan に 属す 。 これ ら 
FHA © ists ROK DARE % WaT BI 
DAD RRAGAR EWE V0 Ya 
= Hi © in Bale 1 100~200°C 及 
900 ~1000°C > = pews Bh & ES, Halloy- 
site-Newtonite i+ 7 曲線 た は 更に 約 
600°C ic fee Phe AL, カオ リン の 吸熱 
REIL STHICMVE VY, Rea r= 
Y Hic ORR AK HH BIa L00~200°C 1c HHL 
あれ どる , Halloysite に は 認め 得 ず 。 WR 
FEROS e FU, 要する に アロ フェ テ 
Y FRA AEARAK HY 6O0°C に 大 て 複雑 な 
} AA FEES & BRT S%,1000°C icH# 
て は 分 解 し て 遊 見 酸化 物 と な り , 更に 長 
く 保 て ば 結合 し て ムラ イト RES EG 
Fo icy ar7=vibht&natyveo 
iad Oe 
特性 の みな り と 結論 せ 
Min,, 4. Résumé, oa 1930) G59 AD 


o( Travaux, Mus, 


= 際 


| 異な る 


石 


9146, 7asRHHABICRET Steinbrecher, II. 
BA (LHe IC AE HET B 2 FLO 
fossilen Kohlenhalz MJ も Bitumenhalz 


Be Rentinite oo Hys Hh B AL BAA FE REIS HE 


て 論じ , BA AS © aE PENIS Te) > 物質 群 た 
SRL UN, TAEON LY NONI 茶 
Cf MO HN BAL LC Conifern の 
樹脂 より 生じ た る も の tHE, Bitu- 
menhalz は 植物 体 に tI, 2 CLEAR BI 
ち に 石炭 化 作用 を 受け た る も, Rentinite 
は 石炭 化 に 先 ち 植物 体 ょ り 出 て 酸化 基 の 
A OBR & AZ IEE SA LHC PUL E> 


| られ た り と 推定 すべ き 可 能 性 の 存する 事 


を 主張 し , 次 で Steinkohlen’ itumina に 及 
びび 石 炭 中 に 可 浴 性 源 育 の 僅少 な る 理由 に 


| BA Lin KR O HEE & EU RR ABR 


FIC Hla る Stadnikow-Wiihner, Zelinsky- 
Rakusin 及 Engler-Tausz の 研究 より 見 
Lid, they BEL Fee oO ANNE 
(LAL tre SBME LM CeNLEC MBO 
BETS 
きも の と 推定 する の 可能 性 ある 事 を 逃さ 
た り 。(Brennstoff-Chem, 12, 163~165, 
1931) Ce SL 


Steinkohlenbitumina 


2147, areas © Ree Seidensch- 
nur, F. 
Hae SEIT PSC AME & REFS —O wD Bh 


(LRRDED Me Yo HED HA BE 
(S&F te S BABI EA LG DANE 


| AEC RD CHEB Vo 


BELT © Mn & Ai te B Hoe RE 
Pee DRT SRate Vo WANK 2 


ey 


BORED 0, OU AME MS. 257 
FEC U CHILE OHAICK SRV: 
So BRILROHE & AO T bhp th ic 1K 
功 せ り 。 MSR e t OBA CANE HE 
38% HEA LC HLIC KOMBO AIC k Y Hi 
炭化 する 原理 に 基 け る も ゃ の に し て , 適 営 


の 温度 CHG 390°C) ICC BER B He 
Perc 1800 kg/cm2 OMEH & tns-aig, 
Biegungsfestigkeit 10 kg/cm2 » hie % BY 


する を HALO ii LT Bik の ター を 分 


SA LB IC BK DB & BAS. BIC 
LC, keto ms eT RBI 1~15 | 


2 の ター を ル 分 を 残留 せ し む る 必要 あり 。 
ey oa RE yt 400C を 超 ゆ る さか ら ず 。 
Hi LEGA & EBD tr (ERE IC BME & KEL 


水 の み に て は 灯 炭 化し 難 き を 以 な り 。 附 | 


加 す る 水 の 量 は 1214 を以て 最良 と 


+. BUTCH 3 Bie Biel AF IC LU 
| 4 Petane, hexane, octane, heptane, nonane, 


CM fe & i Lares Bair 0 kK 
ふ 。 (Brennstoff-Chem. 12, 191~193, 

1931.) (28 5h) 

(9148, BROBEP ERI SBR 
RICH REAM PARK. 

AiR D FRE DE SHIT EL RAT 
ZLRMEXSLCLVC HRV, Ws KR 
My SLT SLR LVI cA+o 
PRRED LOI BHARAT Ol 
Ay nl te B PARE & VC SES & te Te Be 
ん と し て, AFBI VAD FAR IC BET HE 
PHBE IC CREA Lc BRED BEL 
近藤 分 と 洛 熱 温度 と の 開 係 を 定め た リ 。 

X ORM BF BIC BAW (Ha | 
' eer ZI kL, HO BS 


FRAG BE 700°C te V CH, 34, 774~ | 


997(47). 


ot 


777, 1931) C851) 


| 2149, BRIBES SRRSBEREOXK - 


SEHRT RAAT PHRK 
FiO EBD EH © ht & UC SA A 
無 嬉 が 良好 な る 結果 を も ゃ たらす は 周知 の 


Wile BILE RAMMOK & BIE L Ae 


分 析 法 制定 の 参考 に Bet Ut, Be 


15 cm AK 4em 長 さ 20 cm ye 4cm K 


入れ た る 時 の 湿度 の te WE Ls 之 等 
D hit % LO CHRD DW & GA %,4cm x 
15cm WiC CHR BES EMEC FEE Te 
HE et V (Cab, 34, 777 ~779, 1931) 
(鶴見 i 
2150, FABRIC £ SEEM BOR 

Moore, B. 


ABIL DESO EBEBE の 炭化 水素 色 


及 decane CUTS WAM WC 研究 
ak BYE MIC LC, BE IC Bebe 
CMR BE: 2 RO Ai pem wet & ARIA] t DW 


| EFSAD BL LAL 3 me OAM BB 
| CARIBE We & ZEAL IC (EC 2 lew ARE 


BEAR 3% 3 IC BURL 及 beth Ak He RD 
WORE Fy YR BEL BESE & UM RE SG O Me 
Do 試料 は 源 青 談 CNo. AD, 無煙 炭 CNo- 
E) Rehm CNo, OD に し て 何れ も 200 4 
yy Offi eA T S PREI RPA LE SB 
の な り 。 

4 DE RILRO UM Lo 

1. RAGED We ok it RATS S beter 
素 の 量 は 燃料 の 種類 に より て 異な れ リ 。 
2. 吸収 され た る 炭化 水素 の 大 部 分 は 容 


24848) “pb 


BLE 除去 する を 得 れ どる も, 一 部 分 は 
長 時 間 大 舞 中 に 放置 そる 後 る 保有 さる 。 
3. WR PRAT HET (ZR EL eK ED 
PPPEIC BYRD SHE CHL SLAC 
4. RALIRFEIC DY] WBE IE PRAT (dk 
FIA WE BY WBE IIS BBR Fg 

5. 大 舞 中 に 長 時 間 放 置 の 後 る 保有 さる 
\ BIS D rete IS FEE LR Lee BE it. 
FER AD bFe LD SICAL S oCPuel, 10, 
“224~253, 1O3L HAIL 
2151, Fife (Wemyss)’ 炭 の 柄物 化石 
に 就 て て Kreulen, J. W. 

胞子 に 富める Yorkshire PRIC H-Cld, 
既に R. G, H. Boddy 紅 の 部 載せ る 所 な 
り 。 本 報 は 著者 が Wemyss x  GRMfe Bb 
he SAE OMI OD FRKIC LC, AT 
rei % Megaspore の 甚だ 完全 な る 振 
跡 を 留 む と 云 ふ 。 著者 に hile, この 
Megaspore は Lycopodiaceae の 胞子 と 認 
むべ きく て 常に Tetrds を な す も の に し て , 
% O'R 7D te BIRR S RET SB BIS Heh 
BAPE PIWIIC HS CAE He BME LER 
り 大 な ら ざ る 事 を 推定 する に 足る 。 

Have Wemyss eit Vitrain, Durain Jy 
Fusain の 蜜 に 混在 する 所 と , 互 に 居 を な 
し 分 離し 得る 所 と あり 。 Megaspore は 後 
者 の Durain 中 に 存在 せ し も の な り 。 
(Fuel, 10, 270~273, 1931X 観 見 〕 
2152, Vitrain の X Maw 
devan, C. 

Vitrain の 成 生 時 代 に ょ る 差異 を 知る 
を 主 目 的 と し て , BR MIO EDA e 
Microphotometry |c-c kt Lt 細 論 そり 。 
KAKO WMA id FHWA S%, SD owt を 


Maha- 


有する も の を 次 料 と し , 上 部 古代 ょ より 第 
HHiveo Vitrain MEV, LEAT 
の 石英 は ニ つ ら の BRERA, その 一 本 
は 濃く , 他 は HeteS A 9 Lo 古き 時 代 に 生 
i SHE aaBB7 A 及び 212 A な 
% VA-F AER & JUN, 新 時 代 ( 第 三 紀 う の 
bolt a—3-50 A 及び 2.21 A o> PYM 
% WS CREA KV go ZENO OD 
Pew & Peg & fa) cL — AA a 
られ , そ の 濃度 は 石炭 中 の HAP LEB IP 
と の 和 に 大 体 比 例 せ り 。 人 第 三 紀 の 大 炭 は 
と の 鉛 係 ょ り 猫 立 し て 一 辞 を な し , 第 三 
紀 の Vitrain 同心 の 聞 に は また 同 CBR 


OME? SEEMS MS LZHEOPMLE Vs - 


WW tibe & BSAA ie & Py LIA De 
る る も, 新 期 石炭 に て は その PAEIEM の 上 成 
就 せ ざる を 知る に 足る 。 石炭 の 温 分 及 揮 
BED BRAD SWEAR RIS RABI HA 
Ke Ls ICHAT SICBS. THE, PE 
KK Pritt FBI LT 4 Offs RR 
の Vitrain の それ と 一 致 せ り 。 微 粒子 の 
KIRIVZOREMSCTHHR KB 
HOKE EKR-MLARDRMEDOL 
きも の 宰 そ の 大 さ は WL, また ZERD 
RSPBED 2 RET 2K RoOCBROK: 
の 減ずる を 認め た り 。 « BRAM & HF 
Rt Zl a OFFA AIEM OD vitrain OZ 
ae & i) Io LCBO A LAIR 
第 の 生ずる を 認め た り , HORORak 
り も 濃度 強 か り き 。 Vitrain の 灰分 o's 
Ae LLVSKCHE diffuse UA Me 
し , BEA as WYAIKHB ICC 存在 する と と 
を 知れ り 。 (Fuel, 9. 574~580, 1930) 
Cia tt) 
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2153, CrOs, MoO3, WO; OF BE 
Brikken, H. 

CEO TEES Z eS) OS Wie 
PEMAEE MERU マニ = オォ オメー ター 法 に よ 
れ り 。 金属 原子 は 06 原子 の 形成 する 和信 
面体 の 中 心 に 位 し , 2 OAR KIL 多少 
歪 を 受け た り 。O-O HABER M-O  pinee iz 
MZEO Mh し (潮位 Ao 
{ 


<8) 


CrOg ICTS ARIE & AIG BIC 
Clit AH PEA RICE, COOL) 2 if Pub 

SCLEKMV, OFF AMARIS ¢ Hh 
D Fy RIC BBWS Yo ARE NNO HAR te DP 
ERO ee Lane te S 4 a vy WEAR TL & aT 
KF LODE Dt OT BAG 

MoO 3 (<-C ia ZIRE i に て 完全 な る 
RARE & BLN KV 6 ORT JMET IE 
COLO) 7B FF LC 1 TE © TRIAS & 22 L 
ATTRIB IS CHB EL BILAL 
CHARU, WOs に て る ゃ 完全 な る 原子 
AP PE, その 塞 間 縦 は Ci BUS ay 
BREHLL = Rr URAL 90° Bia 
ee a. 

SEAR LL CHE AV CZ. X. 18, 484~ 
ee 


0-0 ee 82 oe. 2-49-~3.02) | 
M-O 2.07 20025 1-86~1-91 
Bras | 
子 由 の 4 la 4 | 
Ty FB | a 
a=8-46 | 3-95 7-28 
REF | ph 4.77 | 13-88 7-48 
AME | cp.70 | 3-69 3.82 


2154, =, =OMBRSRBHEORTBES 
Andress, K,, Reinhardt, L, 
lam OC OFB X OMIFE LE Lc Pentose ma 
に つき て 研究 せり 。 
I. l-Arabinose 
Ho OH HW 
HO.CHo. a tee CHO 
I i Ou 
a==6-48A, b-=19-30 A, (=-4.81A, V= 
GOLA, p=1-65, 分 子 容積 150-147 
単位 格子 中 に 4 う 2 を 含み, ARE 
は V PFO RA C1 te 0, 
II, 1-Xylose 
HH” Oise sit 
HO. CH»y oa CHO 
OH om 
a=9-21A, b==12-48A, c=5-5GA 
V639A3, p=1-535, 378i 
161.3A3, BAREIS 4 & 
RES VEY 6 
TII. /-Rhamnose-Monohydrat 


a b © 
Oo (oj 
Arabinose | 6-48A/19-30A) 4.81A 
Xylose 9-21 |12-48 | 5-56 
Rhamnose- is | 
fda 7:84 | 7-84 | 6-61 
Mannos2 7-62 |18.18 | 3-67 
Glukose 10-40 |14-89 | 4.99 
Fructase 8-06 |10-06 | 9-12 
Sorbose 6-12 |18-24 | 6.43 
= | 分 子 | 。 
Pelee aie ke 

Arabinose V4 4 1-69 
Xylose V4 4 1-53 
Rhamnose- 2 ; 
bids GE 2 1-47 
Mannose Veal 74 1-50 
Glukose V4 4 1-54 
Fructase V4 4 1-59 
Sorbose V4 4 1-65 


250650) ib 


by 


OH .OH H H 

HM OL OMS Garey CHO ECG) 

Ho 41. 50H AOH 

a-=7.84 A, b--7-84A, c=6-61A B= 

95°, V—-405A3, p=147 Ben 

DFM 2, ZAVRECS 1c LCA FOR 

POMS AE Cy te Y ‘ 
SHECHHRINKESL9Oe—FRT HIE 
WD Ii Lo CZ. X. 78, 477~483, 1931) 
Cath) 

2155, =, =OMBRSMREOKRTFES 
Hengstenberg, J., Mark, H. 

APE OME WNHE & Pee ST ZS AAT IC 
Weitz nberg の X 線 マデ = オォ メー ター 法 に 
CRO Il & BABE B 7 Vg 

I. d-Glukose 


HOCH —CCHOM),=ch_cH,on 
a—10-40A, b-=14-89A, c=4.99 A, 
HUH T © that V=775A Heap 0, = 
1544g/ecm, 1c CX OAT AB 
192.3A°, と の HARE Tp ic 4 分 子 
を 含み , AMM V4, OT OBIE 
ARC] tr UG 

IL, d-Cellobiose 


sc yu O | 
CHOM-CCHOH)。-C-OCH=CH。0H 


| 
O 


| 
CH OH-CH-(CHOH)3-CH 
Rte CO” 


gers) fe} ° 

a=5:09A, b=13.2A, c11-1A 
Qa 

g==9010-5, V=733A" p==1-556 g/ 


O.« 
cem, 分 子 容積 363A* に LC Http 


中 に 2 分子 を 含み , AMEE CZ 分 子 の 


FMM ARE C1 tr Vo 
Til. d-Fruktose 
| © | 
CH.OH-COH-(CHOH),,-CH-CH» OH 
oO 

a--8-06A, b=10.06A, c==9-12A V= 
739A, v=1:598g/c.cm, 分 子 容積 185-7 
O = 
ASICs WLAN Ta IC LAW FO 4 分 子 


を 含み AM V4, OPFOR IES 


Cite 0, (CZ X. 72, 301 1930) CRE 


浅間 火山 その 後 の 活動 wip 


江 間 火山 活動 の 新聞 紙上 に 優 べ られ た る 


主 な る も の 次 の 如 Lo 

8 月 9 日 午 望 8 時 35 分 また また 大 音 
響 と 共に ABE, Je GHP SE IC Ik 約 エ 尽 の 
燈 岩 を 降ら し , 煙 は 東南 に 流れ て , PERSO 
長野 原町 地方 一 帯 に NFB V り の 降灰 あ 


り , REISE MPIC HE の 降灰 を 見 た " 


Yo 
9 月 2 日 午 肩 1 時 20 A Seis il に ERE 
し , 高崎 地方 に は 戸 障 子 を 響 か す Pe 
聞き , 約 1 時間 の 後 小雨 次 り の 降灰 あり 8 
9 月 6 日 0 時 30 分 より 分 鳴動 と 共に 


HEE, JUS, ALE MICK ORE 


Mb Vo 
9 月 13 上 日 午前 4 時 BS EE (ems 
HORT RS y, FE DVR BE & TL, 上 信 


AUGER — RE EMP SE IC aE BAP 


153} 0 38 Fi % HS CREE H)B039 IS Ba V 
(SB a) 


